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開催日時 : 平成27年5月23日（土）　　14 : 10 ～ 17 : 10
開催場所 : ユニトピアささやま
出 席 者 : 123名　　委任状　39名
次　　第 : 1　開会
 2　校歌斉唱
 3　物故者黙祷
 4   会長挨拶
 5　来賓紹介
  6　永年勤続表彰
 7　議長・副議長並びに議事録署名人の選出
 8　報告事項
 　 （1）新代議員の選出、及び、幹事退任について
 　 （2）大阪産業大学校友会の将来への提言
  　（3）その他
 9　審議事項
  　 第1号議案　平成26年度事業報告、一般会計、

及び、校友会設立45周年・大学開学50周年事
業特別会計の収支決算書・貸借対照表・財産
目録の承認並びに監査結果報告の件

  　 第2号議案　平成27年度事業計画（案）、及び、
一般収支予算（案）並びに校友会設立45周年・
大学開学50周年事業特別会計予算（案）の件

  　 第3号議案　大阪産業大学校友会会則、及び、
役員選出規約一部改正（案）の件

 10 閉会の挨拶

新代議員・新支部長の紹介

代 議 員 有馬順一郎（S44交機Ⅱ）                

代 議 員 小畑　京治（S51経営）    

大 学 支 部 長 金岡　正信（S50土木）    

大分県支部長 姫野　一彦（S51交機） 

鹿児島県支部長 山中　孝廣（S47経営） 

第72回 通常代議員会開催
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司会の柴橋信行幹事（S56機械）による第72回通常代議員会の

開会宣言が為され、続いて校歌斉唱、校友会の物故者黙祷が行わ

れました。

小泉廣美会長（S44機械）挨拶の後、来賓紹介（池田相談役、光

岡相談役、美内相談役、森本顧問、中山顧問、梅木顧問）が行われ、

来賓代表として池田相談役による挨拶を受け、続いて永年勤続表

彰が行われ、30年と10年合わせて21名の方が表彰されました。

（詳細は囲み記事）

議事に入り、議長に赤田護幹事（S45機械Ⅱ）、副議長に愛媛県

支部吉村定修支部長（S51経営）、議事録署名人に兵庫県南支部藤

原辰夫支部長（S52機械）、西博行代議員（S50交機）が指名され承

認されました。

報告事項に入り、高見新一総務部長（S51土木）より、新代議員・

新支部長5名の紹介（詳細は囲み記事）と、幹事1名の退任報告が

行われました。

続いて、吉岡政昭幹事（S56経営）による「大阪産業大学校友会

の将来への提言」と言うレポート説明が為されました。

審議事項については

第1号議案　平成26年度事業報告、一般会計、及び、校友会設

立45周年・大学開学50周年事業特別会計の収支決算書・貸借対

照表・財産目録の承認並びに監査結果報告

宮本芳文事務局長（S52交機）による平成26年度事業報告に続

いて、福井義員会計長（S52土木）による収支決算書・貸借対照表・

財産目録についての説明が為され、荒木一雄会計監事（S45交機）

による監査結果報告を受け、賛成多数で承認されました。

第2号議案　平成27年度事業計画（案）、及び、一般収支予算（案）

並びに校友会設立45周年・大学開学50周年事業特別会計予算

（案）の件

宮本事務局長により、入学者減少に伴う各事業部の予算削減を

目標とした平成27年度事業計画（案）の説明が行われ、予算額概

要については福井会計長による説明が為されました。

校友会設立45周年事業と大学開学50周年事業とは大学側から

の申し入れで、個々に行うことになった件について、質疑応答が

伯仲する中、校友会として45周年事業を行うことについては、

賛成多数で承認されました。

第3号議案　大阪産業大学校友会会則、及び、役員選出規約一

部改正（案）の件

第2号議案の審議に時間が取られ、第3号議案に入る時点で既

に閉会時間をかなりオーバーしていた為、第3号議案は審議継続

として来年度代議員会に持ち越し議案となりましが、尚、会則17条

の改正については、満場一致の拍手をもって承認が得られました。

活発な意見と共に多くの提案も出され、第72回通常代議員会

は、3時間半を越える議論の末、閉会となりました。

小泉廣美新会長のあいさつ

来賓あいさつ（池田相談役）
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永年勤続表彰者
30年　幹　事　　石田　秀雄（S44短自）
　　　幹　事　　田中　善昭（S45経営）
　　　幹　事　　吉田　秀雄（S58経営）
　　　代議員　　岩下　光美（S50経営）
　　　代議員　　黒川　啓次（S53機械Ⅱ）
　　　代議員　　兼松　　禎（S59交機Ⅱ）
10年　副会長　　森本　　勉（S48経営）
　　　副会長　　宮本　芳文（S52交機）
　　　幹　事　　吉岡　政昭（S56経営）
　　　幹　事　　勝　　信義（S56交機）
　　　会計監事　　荒木　一雄（S45交機）
　　　会計監事　　中澤　嘉雄（H12院経済）
　　　代議員　　原　　昌彦（S39交短経）

代議員　　村井　廣幸（S44交機Ⅱ）
代議員　　水野　直樹（S46土木）
代議員　　大石　　忠（S47経営）
代議員　　亀沢　　隆（S47交機Ⅱ）
代議員　　田中　　存（S47短自・S50経営）
代議員　　髙野　悦治（S48経営）
代議員　　増田　道広（S50交機）
代議員　　芝野　　光（S55経営）
代議員　　青山　　正（S56機械）
代議員　　松田　敦至（H14経営）

永年勤続表彰 30 年

永年勤続表彰 10 年

第5回 支部長懇談会報告

第72回代議員会の翌日、支部長懇談会が開催されました。

司会は、能智正雄運営事業部長（S46経営）、議長は、

伊藤茂男兵庫県西支部長（S47機械）が担当されました。

各支部永年の課題である若手人材確保についてそれぞ

れの報告があり、大阪泉州支部においては、学内で開催

されるプロジェクト共育発表会に参加し、在学生と接点

を持っている。香川県支部においては、支部役員数名で

母校に出向き、香川県出身の学生を昼食に招き交流を持

つ活動を5年続けており、少しずつではあるが成果を上げ

ている。近い将来、四国四県で合同でやりたいとの報告

がありました。また、支部活動をしている中で自分の会

社を紹介していて、そのつながりで新会員を増やすこと

が出来た、大学に支部を活用してもらうようにアピール

すべきであるという意見がありました。

最後に、在学生に校友会を知ってもらう為に、我々卒

業生が学祭等に出向き、清掃等のボランティア活動をし

てはどうかという意見に対し、事務局としてはキャリア

センターとのタイアップで卒業生社長と就活生との交流

を図っているとの説明がありました。

日　時：平成27年5月24日（日）　9：30 ～ 12：30
場　所：ユニトピアささやま
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大阪産業大学校友会会則 第17条（代議員の任期）
一 部 改 正 の お 知 ら せ

　平成27年5月23日（土）に開催された第72回通常代議員会　第3号議案　大阪産業大学校友会会則及び役員

選出規約一部改正（案）において、第17条（代議員の任期）の一部改正案が承認されました。

　改正の趣旨として、現行の第17条（代議員の任期）第2項では、第13条（役員の任期）第1項の第1号から3号ま

での各号を代議員の任期に準用することになっています。第13条、第1項の第2号では「役員が満70歳に達したとき、

この場合当該役員の任期は、残りの残任期間の最終年度の末日までとする」とあり、これを代議員に準用すると、「代

議員は70歳を経ての再任はできない」ことになります。よって、第17条（代議員の任期）は第13条（役員の任期）第1

項の第2号を除いて準用することに改正しました。

　この改正により、代議員は満70歳を経ても再任の資格を有する（代議員の選出資格から年齢制限を撤廃）ことに

なりました。なお、この改正（第17条（代議員の任期）第1項、第2項）は、平成27年4月1日に遡及して施行されます。

改正前 改正後

第13条（役員の任期）

役員の任期は、次の各号に定めるとおりとする。

（1）役員の任期は3年とし、再任を妨げない

（2）�役員が満70歳に達したとき、この場合当該役員の

任期は、残りの残任期間の最終年度の末日までと

する

（3）�欠員補充に就任した者の任期は、前任者の残り期

間とする

（4）�役員は任期満了後においても、後任者が就任する

まで、その職を行わなければならない

中略

第6章　代議員会、幹事会及び総会

第1節　代議員会

第15条（代議員会）中略

第16条（代議員の定数）中略

第17条（代議員の任期）

　　代議員の任期は、3年とする。

2．	�第13条の第1項第1号から3号まで（役員の任期）の規

定は、代議員の任期について準用する。

3．	�前項の定めにかかわらず、支部長を退任した者が、

すぐに代議員として就任する場合は、現代議員と

同様の残任期間とする。

同左

同左

同左

同左

同左

同左

中略

第6章　代議員会、幹事会及び総会

第1節　代議員会

同左

同左

第17条（代議員の任期）

　　代議員の任期は、次の号に定めるとおりとする。

2．	�第13条の第1項第1号から3号まで（役員の任期）の規

定は、代議員の任期について第2号を除き準用する。

同左
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校友会員の皆様におかれましてはますます御健勝のこととお慶び申し上げます。

平素は校友会のためにご支援ご協力を賜り、心より厚く御礼を申し上げます。

大阪産業大学校友会は、昭和45年1月1日に学園同窓会より分離独立して設立されました。発足当時は会員数2,000

名足らずで、活動費も同窓会より分離する際に少額を分与して頂いただけと聞いています。

校友会草創期は、会長はじめ役員の方々のご苦労話を伺いますと辛さが身に染みてきます。諸先輩方のご苦労の

末に校友会は10周年、20周年、30周年、35周年、40周年と周年記念式典が開催され、平成27年11月1日には校友会

設立45周年を迎えます。この45年の間に校友会会員総数は87,441名となり、校友会の支部も国内支部35支部、海外

支部3支部が活動をしています。

さて、大学は18歳人口の減少に伴い、入学者枠の減少と短期大学部の募集停止と入学者数の増加に繋がる手だて

もなく、平成27年度についても文系学部の定員割れが続き、入学者数の増えない状況が今後も続くと思われます。

このために、大学では学部学科再編について平成29年度の開設を目指した設置準備委員会を今年に発足し、具体

的な審議が始まる段階となり、定員割れを食い止め、大学の生き残りをかけた取組みなど、学長を中心に思い切っ

た改革を推進されております。

この危機状況を乗り越えるためには、今一度学園の改革を推し進め、大阪産業大学が100年、200年と続く素晴ら

しい大学になるよう、全学園の教職員、在校生、後援会、校友会が一丸となって同じ歩調で同じ方向に着実に歩ん

でいかなくては大学の明日はないと思います。校友会としては、設立45周年を契機として更なる大学の発展に寄与

できる事に積極的に協力させて頂きたいと思っています。

今後とも校友会員の皆様方の更なるご理解、ご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。また、校友会

設立45周年の記念式典・記念講演会・記念祝賀会を開催し、校友会活動に多大なるご支援、ご協力を頂いておりま

す学園・大学の皆様方にお礼を申し上げ、この校友会設立45周年を共に慶びたいと思っています。

是非とも校友会員の皆様方、お誘い合せの上ご参加いただきますようお願い申し上げます。

大阪産業大学校友会
　　会長　小泉　廣美

校友会設立45周年を迎えて
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【お知らせ】

日時：2015年11月1日（日）　午前10時～
場所：ヒルトン大阪（　　　　　）JR大阪駅南側徒歩約2分

大阪産業大学校友会設立45周年
記念式典・記念祝賀会開催

会費：正会員　3,000円
　　　ご家族　1,000円
　　　小　人　無料（12歳以下）

●記 念 式 典 　10：00 ～ 10：40
●記念講演会　10：50 ～ 11：50
　演　題　「大阪産業大学のこれから」
　講　師　金澤成保（大阪産業大学学長） 
●記念祝賀会　12：30 ～ 15：00
　▽アトラクション
　　チアリーディングチーム演舞
　　軽音楽部OBによる演奏
　▽福引

▼ FAXの場合は、下記の用紙をコピーまたは切り取って、項目をご記入の上、お送りください。

★ 記念祝賀会は、全席座席指定のため、参加希望の方は、必ず、事前に校友会
事務局まで（１）～（４）のいずれかの方法でお申し込みをして下さい。なお、
平成27年3月に卒業された会員は無料です。申込時にお伝え下さい。

（１）校友会Webサイトの
【卒業生の会員登録住所変更フォーム：
　https://www.osu-koyukai.net/members.html】より

【コメント欄】に参加内容②、③を記入して下さい。
　①ご氏名・卒業年度・学部・学科　②記念祝賀会出席　③同伴者人数（ある場合：続柄）
以下の場合は、①～③を記入、お伝え下さい。

（２）メール：jimukyoku@osu-koyukai.net　
（３）電話：　０１２０－８４－３０４０
（４）FAX：　０７２－８７５－０３９８

申込締切日：平成２７年１０月９日（金）必着

大阪産業大学開学50周年

校友会事務局宛　FAX参加申し込み票
校友会設立45周年記念式典・記念講演会・記念祝賀会

卒業年度　昭和・平成　　　　　　年度 

学部・学科　　　　　　　　学部　　　　　　　学科 
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  
同伴者があればその人数　　　　人　続柄　　　 
  
住所　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  
連絡先　メールアドレス　または　電話番号 
  

（必須）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

大阪市北区梅田1-8-8
TEL.06-6347-7111
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大阪産業大学校友会会員の皆様、平素は学園発展のためにご理解ご協力を頂きまして、誠にありがとうござ

います。この度校友会が設立45周年を迎えることとなり、心よりお祝い申し上げます。

数ある大学の中、本学は多くの卒業生を輩出し87,000名余りの校友会員数は、大阪においても随一の数を誇

る組織であると認識しております。また、全国各地に留まらず海外にも支部を組織しており、その幅広さには

目を引くものがあります。このことは偏に校友会員の皆様の母校を想う強い絆の表れであり、本学校友会のよ

うな大きな組織を維持する事のご苦労は並大抵のものではないと存じます。

母校とは、やはり時を経ても懐かしく、大切なものです。人生の進路を選択したであろう大学時代、そういっ

た最も重要な時期を大阪産業大学で過ごし、仲間と出会い、励まし合い、別れ、そして時を経て再び母校を想い、

集う。誰にとっても母校で過ごした時間というものは、人生において大きな部分を占めています。その母校を

守り、伝えていく組織として校友会は、大変重要であり、無くてはならない存在だと改めて認識しております。

同時に、大学が社会から評価されることは、在学生だけが対象ではなく、卒業生の活躍がさらに評価を高め

るものだと思います。卒業生も大学の一部であり、大学の一翼を担っているのだと確信しております。校友会員、

在学生、教職員が一丸となって、これからも大学を大いに盛り上げて頂ければと思います。

学園を取り巻く状況は、厳しさを増しておりますが、校友会員にとって大阪産業大学はいつでも集いたくな

る場である必要がございます。そういった癒しの場として、また、時には刺激し合える場として、今後とも校

友会の活動が活発になる事を祈念しております。本年度は大学創立50周年という節目の年でもあります。その

のち�、平成30年には学園創立90周年が控えております。大学では、学長を筆頭に学部学科の再編といった新た

な取り組みを進めております。弊職としましても、こういった良い流れを、より大きな波として広げ、学園全

体が足並みを揃え、魅力のある大学になることを目指して努力を重ねて参りたいと存じます。

最後となりましたが、今後とも校友会の活動が活発になる事を祈念しまして、私からのお祝いの挨拶とさせ

て頂きます。

学校法人�大阪産業大学
理事長　土肥　孝治

設立45周年を祝して
－卒業しても訪ねたい大学－
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本年は、校友会が設立されてから45周年を迎えるとともに、大阪産業大学にとっても創立50周年の節目を迎える記

念すべき年となります。この間、校友会の会員数は8万7千人余りに増え、支部は国内主要地域にとどまらず、台湾、

韓国、そして中国を含め38を数えるまでに発展しておられます。

これも小泉会長をはじめとする本部役員の方々と各支部の皆様のご尽力の賜物であることをお慶び申し上げるとと

もに、校友会の皆様には本学のために平素より様々なご支援を頂きましたこと、教職員を代表いたしまして厚く御礼

を申し上げます。

創立半世紀を大きな節目として、改革の第一は、不正や不祥事を二度と起こさない意識改革と体制の確立です。法

人役員から教職員一人一人に至るまで、「社会的公器」である教育機関としての使命と責任、倫理と規範を徹底し、再

発防止のための制度や機関を新たに設置して防止策を実行してゆきます。また、大学基準協会に自己点検評価の報告

書を再提出し、大学としての適合の認定を再び得られるようにしてまいります。

第二は、長年懸案であった学部学科再編の実行です。人口減社会への移行と価値観が大きく変化する中で、大学教

育にも大きな変化が求められており、本学では、スポーツ健康学科を学部に拡充整備し、現在の文化コミュニケーショ

ン学科と教養部を母体とする語学・人文系新学部の設置、生活環境学科を母体とする環境系学科をデザイン工学部に

新設し、教養部を改組し学科による入学から卒業までの一貫教育を実践する体制の整備に精力的に取り組んでまいり

ます。スポーツ健康学部の新設に合わせ、学生が利用できるスポーツ運動施設の新設も実行してまいります。

第三は、時代と学生の諸君のニーズに対応したカリキュラムの再編です。初年次と2年次に、社会人に成長していく

ための心構え、学ぶ意義などを考える授業や、基礎学力を高めるリメディアル科目と学科の教員による少人数ゼミの

導入、同級生とともに学び、協力して課題に取り組む、よりアクティブな演習ができる科目と場の提供、英語等の実

践的な能力を高める言語教育、スポーツ・健康関連のマネジメントに関するコースの設置などをおこなってゆきます。

「楽しく学べ、充実した学生生活が送れる学園」、本学の建学の言葉「偉大なる平凡人たれ」を教育理念の柱として、自

己の地位や利益を超え、社会に貢献する人材の育成を目指してまいります。

そして、大学としての特色づくり、とくに「アジアに開かれる教育と研究の実践」、「自動車・交通の先進技術の発信」、

「環境にやさしい技術と暮らしの提言」、および「地域貢献の実践」を今後本学の教育研究の柱として打ち出し、魅力

ある大学、社会に貢献する大学へと発展していくことに、力を傾注してまいります。

今年度は創立50周年に合わせ、記念Tシャツの作成をおこない、講演会、音楽会等の記念イベントを継続的に開催

してまいります。とくに10月31日（土曜日）と11月1日（日曜日）に開催されます大学祭に重ね、多くの記念イベントを実

施しますので、お子様たちとご一緒にキャンパスにお越しいただきますよう、教職員一同お待ち申し上げております。

大阪産業大学
　　学長　金澤　成保

校友会設立45周年・大学創立50周年を祝う
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収支決算・収支予算書 校友会活動報告 （H26.10.1 ～ H27.9.30）

平成26年度 収支決算書（平成26年4月1日～平成27年3月31日）

【全体集計】 （単位：円）

収　入　の　部 支　出　の　部
科　　　目 予　算　額 決　算　額 科　　　目 予　算　額 決　算　額

校 友 会 費 59,610,000 59,550,000 総 務 部 10,803,500 8,550,995
会 費 等 調 整 引 当 金
戻 入 収 入 85,440,000 85,440,000 運 営 事 業 部 21,120,000 19,745,520

受 取 利 息 794,855 794,937 広 報 事 業 部 15,700,500 11,227,027
雑 収 入 545,000 557,537 （小　計） 47,624,000 39,523,542

（小　　計） 146,389,855 146,342,474 会 費 返 戻 費 30,000 90,000
前 年 度 繰 越 金 18,611,919 18,611,919 会費等調整引当金繰入 59,610,000 59,460,000

運営安定引当金繰入 12,000,000 12,000,000
周 年 記 念 事 業 等
引 当 金 繰 入 40,000,000 40,000,000

有価証券償還差損 0 1,577,287
予 備 費 5,737,774 ※1,482,101
本 年 度 剰 余 金 0 10,821,463

合　　　計 165,001,774 164,954,393 合　　　計 165,001,774 164,954,393

  　※内訳　「不有の館」協賛金　　　　　　　　　1,000,000
   桐蔭高校野球部他全国大会出場祝他　　482,101

平成27年度 収支予算書（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

【全体集計】 （単位：円）

収　入　の　部 支　出　の　部
科　　　目 予　算　額 科　　　目 予　算　額

会 費 61,380,000 総 務 部 9,310,000
会費等調整引当金戻入収入 77,880,000 運 営 事 業 部 20,585,000
受 取 利 息 595,651 広 報 事 業 部 13,870,000
雑 収 入 345,000 （小　　　計） 43,765,000

（小　　　計） 140,200,651 会 費 返 戻 費 60,000
前 年 度 繰 越 金 10,821,463 会費等調整引当金繰入 61,380,000

運 営 安 定 引 当 金 繰 入 17,000,000
周 年 記 念 事 業 等
引 当 金 繰 入 20,000,000

予 備 費 8,817,114
合　　　計 151,022,114 合　　　計 151,022,114

【事業費の科目別集計】 （単位：円）

科　　　目 総　務　部 運　営　事　業　部 広　報　事　業　部
会 議 費 2,250,000 2,290,000 400,000
通 信 費 360,000 45,000 0
印 刷 費 230,000 160,000 0
会 報 費 0 0 10,970,000
備 品 費 40,000 0 0
旅 費 交 通 費 2,380,000 4,070,000 700,000
渉 外 費 1,520,000 0 0
消 耗 品 費 150,000 0 0
記 念 品 費 0 3,300,000 0
助 成 金 0 10,670,000 0
人 件 費 1,730,000 0 0
賃 借 費 300,000 0 0
福 利 費 50,000 0 0
会 員 住 所 管 理 費 200,000 0 0
HPサ ー バ 維 持 費 0 0 125,000
HPサ イ ト 管 理 費 0 0 275,000
HPマイナーチェンジ費 0 0 300,000
取 材 費 0 0 500,000
広 報 費 0 0 350,000
機 材 設 備 費 0 0 50,000
雑 費 100,000 50,000 200,000

合　　　計 9,310,000 20,585,000 13,870,000

【事業費の科目別集計】 （単位：円）

収　入　の　部 支　出　の　部
科　　　目 予　算　額 決　算　額 科　　　目 予　算　額 決　算　額

繰 入 金 47,624,000 39,523,542 会 議 費 4,618,500 3,990,731
協 賛 費 500,000 365,630
通 信 費 430,000 313,354
印 刷 費 375,000 378,354
会 報 費 10,830,500 9,997,388
備 品 費 100,000 0
旅 費 交 通 費 6,750,000 6,099,929
渉 外 費 1,450,000 722,170
消 耗 品 費 200,000 119,833
記 念 品 費 3,830,000 3,204,640
助 成 金 10,570,000 10,352,460
人 件 費 2,100,000 1,772,490
賃 借 費 300,000 284,148
福 利 費 10,000 44,966
大 学 祭 参 加 費 100,000 46,586
会 員 住 所 管 理 費 960,000 945,000
HPサ ー バ 維 持 費 125,000 113,994
HPサ イ ト 管 理 費 275,000 259,200
HPマイナーチェンジ費 500,000 0
取 材 費 780,000 65,260
企 画 事 業 費 1,500,000 0
広 報 費 550,000 328,080
機 材 設 備 費 50,000 0
雑 費 720,000 119,329

合　　　計 47,624,000 39,523,542 合　　　計 47,624,000 39,523,542

事
業
費

事
業
費

  4日（土） 愛媛県支部総会（国際ホテル松山）
 宮崎県支部総会（ホテル四季亭）
11日（土） 周年記念事業実行委員会（梅田サテライト）
18日（土） 総務部会/運営事業部会/幹事会（梅田サテライト）
25日（土）　福岡県支部総会（竹乃屋東比恵店）
  1日（土） ホームカミングデイ　
  1日（土）～ 2日（日）　大学祭
  2日（日） 大阪北河内支部総会（大学）
  8日（土） 高知県支部総会（料亭　濱長）
  9日（日） 埼玉県支部総会（有隣倶楽部）
15日（土） 周年記念事業委員会/運営事業部会/幹事会（梅田サテライト）
27日（木） 総務部会（梅田サテライト）
28日（金） 学長・副学長との懇談会（大学）
29日（土） 鹿児島県支部総会（日本料理あづま）
  6日（土） 運営事業部会/理事長との懇談会/幹事会（梅田サテライト）
  7日（水） 総務部会（梅田サテライト）
10日（土） ホームカミングデイ反省会(校友会事務室）
 運営事業部会/広報事業部会/幹事会(梅田サテライト）
18日（日） 不有の館完成式典（岡山県真庭市）
24日（土） 沖縄県支部総会（ザ・ビーチタワー沖縄）
30日（金） 学長・副学長との懇談会（梅田サテライト）
31日（土） 大学支部総会（T's garden）
  4日(水) 日産大阪支部総会（ブラッスリーツイン21）
  6日（金） 周年記念事業委員会（梅田サテライト）
  7日（土） 滋賀県支部総会（ライズヴィル都賀山）
14日（土） 周年記念事業委員会/3同窓会合同役員懇談会（敦煌）
21日（土） 周年記念事業委員会（梅田サテライト）
 総務部会/運営事業部会/幹事会（梅田サテライト）
14日（土） 周年記念事業委員会（梅田サテライト）
 総務部会/運営事業部会/広報事業部会/幹事会（梅田サテライト）
19日（木） 学位授与・卒業式(体育館）
20日（金） 総務部会（梅田サテライト）
22日（日） 静岡県支部総会（葵タワーグランディエール）
28日（土） 関東支部総会（ホテルむさしや）
  1日（水） 入学宣誓式（体育館）
11日（土） 平成26年度会計監査(校友会会議室）
 総務部会（梅田サテライト）
18日（土） 周年記念事業委員会（梅田サテライト）
 広報事業部会/幹事会（梅田サテライト）
 運営事業部会(ヒルトン大阪）
  8日（金） 学長との懇談会（梅田サテライト）
10日（日） 大阪泉州支部総会（ホテル・アゴーラリージェンシー堺）
16日（土） 会長・副会長・事務局次長会(梅田サテライト）
 広報事業部会/運営事業部会/幹事会（梅田サテライト）
23日（土） 臨時幹事会（ユニトピアささやま）
 第72回代議員会（ユニトピアささやま）
24日（日） 第5回支部長懇談会（ユニトピアささやま）
  6日（土） 富山県支部総会（ホテルグランテラス富山） 
 運営事業部会（梅田サテライト）
13日（土） 兵庫県北支部総会（魚と家）
 新潟県支部総会（民宿敷島荘）
 長崎県支部総会（割烹山川荘）
20日（土） 周年記念事業委員会/広報事業部会/幹事会（梅田サテライト）
 特別職との懇談会（梅田サテライト）  
21日（日） 兵庫県西支部総会（ホテル日航姫路） 
28日（日） 産高同窓会懇親会(シェラトン都ホテル大阪）
  5日（日） 兵庫県東支部総会（ホテルポップインアミング）
12日（日） 大阪市支部総会（すたんど割烹日本）
18日（土） 総務部会/運営事業部会/広報事業部会/幹事会（梅田サテライト）
19日（日） 徳島県支部総会（リゾートホテルモアナコースト）
  1日（土） 臨時幹事会（梅田サテライト） 
23日（日） 兵庫県南支部総会（淡路島 生穂会館）
  5日（土） 香川県支部総会（アリスイン高松） 
  9日（水） 第26回親睦ゴルフ大会（宝塚高原ゴルフクラブ）
12日（土） 京都府支部総会（からすま京都ホテル）
13日（日） 大阪北河内支部総会（白浜バスツアー）
19日（土） 幹事会（梅田サテライト）
22日（火） 鳥取県支部総会（はわい温泉羽衣）  
26日（土） 愛媛県支部総会（国際ホテル松山） 
 大分県支部総会（大分市内）
 9月期学位授与・卒業式（体育館）

平成26年
10月

11月

12月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

平成27年
1月
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かねてから、祖父瀬島源三郎の生誕地に記念になるものを作り

たいとおもっておりましたが、その旨を前校友会美内会長にお話

いたしましたところ、それはいいことなので是非校友会のみなら

ず大阪産業大学付属中高校同窓会や大阪桐蔭中高校同窓会にも呼

びかけて寄附をつのりたい、とのお話をいただきました。その後

小泉会長が就任されましたが、同じく前会長のお考えを引き継が

れご協力を賜りました。　　　

皆様の暖かいご厚志をいただき、やっと昨年の11月に「不有

の館」が完成いたしました。なお本年1月18日に完成式を挙行い

たしました。ご厚志をいただいた校友会の皆様には謹んでご報告

させていただきます。本当にありがとうございました。また、当

日は関係の皆様にお越しいただき、ささやかに完成の祝賀会を開

催いたしました。本来ならばご寄附いただきました皆様にご案内

すべきところでございますが、何分遠いところですし、お招きす

る人数にも限りがございましたので校友会、同窓会ご代表様やこ

れまでご厚誼を賜った方々にお越しいただきました。ご寄附いた

だいた皆様には失礼をお詫びいたしますとともに「凡友」の紙面

をお借りして改めてご報告と御礼を申し上げます。なおご寄附い

ただきました全ての皆様のご芳名は館の玄関正面に刻印版を作成

し掲示させていただきました。

岡山県真庭市落合のこの地には瀬島源三郎の生家がありました

が、昭和8年に源三郎が建替えております。その家も老朽化しま

したので平成20年にとり壊しました。その後様々な利用方法を

模索しておりました。この地には源三郎が詠んだ「故里は懐かし

きかな野も山もたらちねのかほり満ち満ちてあり」の咏が歌碑と

して残されております。地元の皆様とご相談の結果、集会所であ

れば今後の皆様の活動の場としてご利用いただけるというお話で

したので建設することに決定いたしました。無事完成に至りまし

たのは祖父源三郎と縁の深い皆様である大阪産業大学校友会・附

属高校同窓会・大阪桐蔭高校同窓会の皆様から多額のご寄附のお

陰でございます。改めて深く御礼申し上げます。祖父源三郎もこ

の地の皆様のお役に立てることでしたら、さぞ喜んでいることと

思います。この場をお借りしまして建学の精神「偉大なる平凡人

たれ」の由来をお伝えしておきます。それは同時に「不有の館」

の由来とも関係がございます。

瀬島源三郎は17歳の時、天城中学校に編入学し教師としての

勉強をしておりました。その頃村長をしていた小松鐵一郎翁の薫

陶を受けておりました。小松翁はキリスト教に帰依されており、

慈善家で村民からは大変敬愛されていました。祖父も若い時に大

いに影響されました。昭和26年大阪交通学園の理事長となって

いた源三郎は、故郷の小松翁が自分の墓を掘っているということ

を聞き、会いに行きました。その時小松翁の生き様と思想・信念

に感動し「名もなき偉大な人がここにいる」このような人物を世

に送り出すことこそ教育に身を捧げた者の使命であることを確証

しました。「偉大なる平凡人たれ」という大阪産業大学の建学の

精神が生まれた時でした。また瀬島源三郎は、金ももたず、名も

なく、我在りながらすべてを持たずという老子の言葉を雅号「不

有」としました。自伝『不有の記』にあるように、祖

父の和を乱しがちな激しい性格と立身出世を夢見る

情熱がその心の内に激しく渦巻いていたようです。だ

からこそ、小松翁や老子の思想に憧れを抱いたのでは

ないでしょうか。この建学の精神こそ、教育の目標と

いうだけではなく、祖父自身が求めた理想だったと思

います。この館から再び「偉大なる平凡人」が生まれ

出ることを願って「不有の館」と命名しました。

この館からも「偉大なる平凡人」が1人でも育つこ

とをこころから祈っております。ありがとうございま

した。

「不有の館」完成のご報告

大阪産業大学 教養部教授
瀬島順一郎

感謝状を受け取る小泉会長（右）
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特 別 寄 稿 カナダでラクロス＆資金稼ぎ

　私が海外で英語を学ぶとともに、ラクロスをプレーしたいという
思いに駆られたのは24歳の時。学生時代はユースや選抜に選ばれ
たことがなく、外国の選手とプレーする機会が得られなかったため、
海外へ飛び立つのを機に自分の手で実現しようと思ったのです。

それで、まずバンクーバーに行き、室内で行うBox LacrosseC
リーグ(3部に相当)のチームを紹介していただき、2試合に出場しま
した。「ギャフン♪!!」と言わせてやろうと挑んだものの、現実はあ
まりにも悲惨！　まるで獰猛な格闘技のように、フィールドに立つや
脇腹に、みぞおちにボコボコと直撃、痛い目に合わされてカナダ
の国技を舐めていた自分の甘さを反省、尻尾を巻いてフィールドを
去る結果となりました。

その後は一心に仕事に打ち込みました。１年間カナダで過ごした
後、半年かけて北・中・南アメリカを縦断しようという計画を立て、
その資金を蓄えようと考えていたからです。平日は板金屋さん、週
末は洗車屋さんでバイトに励み、飲みにも行かず、遠出もしないで
約130万円のお金を貯めました。ただ一つ、小さい頃からJ-POP
などのダンスに憧れていたことから、週２回ほどHIP HOPのダンス
スクールに通って夢の一つを叶えました。

ＵＳＡの１１都市駆け足旅行

2014年6月12日にアメリカへ入国。まず、イチロー選手に会う
ためにシアトルでマリナーズvsヤンキース戦を観戦。スペイン語が
飛び交うサンディエゴは、メキシカンフードのレストランがたくさん
あり、ビーチも最高で、アメリカで一番好きな街となりました。ラ
スベガスではおなじみの場所をうろついた後、１週間ほどクルマで
グランドキャニオン、ブライスキャニオンなどの国立公園を巡りま
した。キリスト教本部があるソルトレイクシティは、まさに大規模な
キリスト教の街で、それ以外には何もないというのが実感でした。

デンバーでは、ラクロスワールドカップ2014が開催されていて、
私もボランティアで大会運営に協力、旧友や知り合いの選手との再
会も果たしました。ロサンゼルスでは、ベニスビーチやリトル東京
のほか、名馬シービスケットで有名なサンタアニタ競馬場へ出かけ、
念願だった銅像との記念写真を撮ることができました。日本で言え
ば軽井沢的な感覚のフラッグスタッフでは、個性的な土産物屋の
ウィンドウショッピングを楽しみました。日中の気温が43℃に達する

アメリカ大陸
放浪記

田村　友義（H18機械）

南北

アメリカ：レッドキャニオンと筆者 アメリカ：ニュージーランドチームのハカダンス（デンバー）
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フェニックスは、ただ暑いだけの沙漠で観光もなし。
ニューヨークには１週間滞在。有名な場所を歩けるだけ歩き、映

画の世界そのままの洒落た街並みを満喫。そのあまり「一度でい
いからマンハッタンのボロアパートで暮らしてみたい！」という思い
に駆られました。次に訪れたシカゴは湖のある都市という以外、こ
れといった印象はなし。ケンタッキー州のルイヴィルには、競馬が
大好きな私が死ぬまでにぜひ一度訪ねたいと願っていたチャーチル
ダウン競馬場に、併設されたケンタッキーダービー博物館がありま
す。先のサンタアニタ競馬場とともに、２つの競馬場を制覇できた
ことに心からの感謝を捧げ、最後にメキシコに入るための中継点・
サンアントニオに向かいました。

胸を打たれたメキシコの国情

サンアントニオからバスに乗ってメキシコ国境を通過、窓外には
アメリカとは180度違う、サボテンと軽い緑の景色が広がります。
ドライバーは脇道に自生する果物を食べたり、昼食の休憩時間も気
分次第で取ったりとマイペース。１時間半ばかり遅れてサンルイス
ポトシに到着しました。何よりも困ったのは英語が通じないこと。
バス会社のスタッフをはじめ、誰もかれもがスペイン語オンリーで、
運よく英語ができる女性に出会うことができ、ようやくホテルにた
どり着くことができました。地域によって全く異なる街の表情。そ
れらの路上で売っているタコスや肉の串焼き、焼きトウモロコシな
ど、これらはまさに私が今回の旅で求めていたものの一つです。
また、メキシコといえば遺跡観光ですが、すべてを巡るには４ヶ月
は必要だとのことで、今回は有名なところ４ヶ所だけにとどめました。

標高2,000ｍ以上の高地にあり、夏でも夜は13℃ぐらいのメキ
シコシティでは、雨に降られ、お金を盗まれるＷパンチに見舞われ
ました。無念！　バスでオハカという街に向かった時は、途中で住民
らのストライキで道路がシャットアウトされ、23kgもあるカバンを
担いで街まで歩くアクシデントも。驚いたのは貧富の差の激しさ。
特にグアテマラとの国境近く、チアパス地方のパレンケという町の
貧しさは信じられないほどで、グッと感情がこみ上げてくるものが
ありました。友人からは政治家の汚職問題なども聞かされましたが、
ともかく目と耳から入る情報のすべてを感じ取るため、心を鎮めて
集中するように努めました。

そんななかでただ一つ、リラックスできた街がトゥルムです。シー
ズン外れであったことも幸いし、貸し切り状態のビーチでロイヤル
ブルーの美しい海を満喫しました。

ベリースの２遺跡でタイムスリップ

真夜中にバスで、トゥルムを出発。中南米で唯一英語が使えるベ
リースに入国し、イミグレーションに着いたのが午前３時半。ところ
が、日本人の入国には観光VISAが必要なことが判明、午前８時ま
で足留めされそうな事態となりました。バスには40名ほどの乗客
が乗っており、先に発車されてしまうと国境で立ち往生か!?　進退
きわまったその時、イミグレーション職員の一人が、100米ドル出

せばすぐにVISAを作ってやる、と持ちかけてきました。まさに汚職
事件！　抵抗はありましたが、これが現実だと自分に言い聞かせて
支払い、５分ほどで作成されたVISAで入国、まず人口13,400人ほ
どのオレンジウォークに到着。何はともあれ今夜の宿を確保し、路
上で売っているチキンタコスで食事を済ませました。

ここでの目的である９時からのエコツアーに参加し、ボートでマ
ヤ文明が遺されたラマナイ遺跡へと向かいました。料金は50米ド
ルで６時間ほどの行程。メキシコの遺跡と異なり、より自然で神秘
的。目をつむるとタイムスリップして、「水があり、流通があり、文
明がある。対岸には他の部族が存在する」といった当時の映像が
見えそうな感覚に襲われました。翌日は10米ドル払って市バスに乗
り、ベリースシティ経由でグアテマラ国境近くの町サンイグナシオ
ンへ。ここでの目的は、洞窟に住んでいた古代人の遺骨や土器が
そのままの状態で遺されているActun Tunichil Muknalの見学で
す。未だに触れられていない現場がたくさんあり、タイムマシーン
があれば飛んでいきたいほどのロマンを感じました。

グアテマラで４,２２０ｍ峰を征服

歩いて国境を越えると、正規の両替所がなく道端でお金を交換し
ている!?　とりあえず必要な分だけ両替し、国境からはトヨタのハイ
エースを使用したコレクティボバスに乗って、３時間ほどでフローレス
に到着。早速ティカル王国の遺跡に向かい、日の出を見るため早朝
からスタンバイしました。オランウータンの鳴き声がこだまし、幻想
的な霧がかかるなかオレンジ色の光が輝く素晴らしさに感動！　おま
けにグアテマラの素敵な家族と出会って家に泊めてもらい、一緒に
ピクニックもするという、とても良い思い出ができました。

セムック・チャンペンでは、自然が作り上げたラグーン(水の楽園)
に出かけ、見て、泳いで存分に美しい水を堪能しました。次にケサ
ルテナンゴを目指したものの、ドライバーのミスで着いたのはアン
ティグア。仕方なくここで１泊し、翌日改めてケサルテナンゴへ向
かったところ、またまたストライキに遭遇し８時間の足留めをくらい
遅れて到着。ここでの目的は、中米の最高峰Mt.Tajumulco(4,220
ｍ)への登頂で、中学時代、富士山登山で頂上まで行けなかったリ
ベンジの意味も兼ねてのチャレンジです。4,000ｍ地点でキャンプ
を張り、幸いにも山頂で日の出を見ることに成功、思いのほか容易
に念願を達成することができました。

エルサルバドルからホンジュラスへ、ニカラグアへ

エルサルバドル中部の都市・サンサルバドルに入って驚いたのが
女性の化粧。グアテマラの田舎っぽい化粧に比べ、エルサルバド
ルは都会的なOL風。一歩国境を越えると180度変わったことに、
え!?　ワオ～。この国の通貨は米ドル、米系資本の銀行やスーパー
マーケットがあるなど、すべてがアメリカ風。特に観光するところ
がなく、治安も悪いので早々にホンジュラスに向かいました。

バスでサンペドロ・スラに着いたのは夜中の２時過ぎだったので、
タクシーでホテルへ直行。ここではParque Nacional Cusucoに
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行こうと考えていたのですが、怠惰なツアー会社のせいで実現せ
ず、無駄な時間を過ごしてしまいました。私の知り合いが住んでい
るラ・セイバでは、一緒にPico Bonito National Parkへ。まず
まず良かったです。次にニカラグアへ行こうとしたのですが、バス
の連絡が悪いため仕方なくテグシガルパで１泊しました。

ニカラグアのマナグアでは、不愉快な思い出だけが残りました。
当初はマタガルパという町から湿地帯に行く予定でしたが、タク
シーの運転手にすでにバスの便が終了したバスターミナルに連れ
て行かれ、仕方なくホテルに戻ったところ、自分のミスを私に押し
付けてタクシー代20米ドルを請求してきたのです。いきなり悪い
印象を持った私は、１日だけマナグア市内を歩くことにし、「歩いて
いたら危ないよ」と注意されたのも構わず裏道にまで入り込みまし
たが、特に何も起こらずに済みました。翌朝、２人の外国人女性と
乗り合わせでタクシーに乗り、バスターミナルに着くと、１人の男
が勝手に荷物を運び、チップを要求してきました。前日のタクシー
運転手のこともあったので私は、「これは言ってやらなければいけ
ない」と思い、「お前らはダメだ。どこで学んだのか知らないが、
そんな悪い文化の真似はするな」とタクシードライバー全員に聞こ
えるように説教してやりました。

コスタリカ＆パナマで思わぬアクシデント

朝から体調が悪いままコスタリカに入国、夕方サン・ホセに着く
とますます寒気が増して、倒れ込むようにホステルに入りました。
それから２日間は何も食べず水のみ、３日目には吐き気と頭痛に襲
われて廃人同様のありさま。ホステルのスタッフに買ってもらった
薬を飲んだところ、少しラクになったので翌日近くの病院へ。血液
検査の結果はなんとデング熱で、主治医から「旅をしてはいけない」
とドクターストップがかかってしましました。初日に点滴してもらっ
てから徐々に体調が良くなり、食欲もわいてきて１週間も経つと体
調は80％ほど戻ったものの、血液中の数値が低くて危険な状態が
続いているとのことで、ドクターからはOKが出ない。しかし独断で
２泊３日ぐらいならいいだろうと、かねて予定していたラ・フォルトゥ
ナへ出かけました。ここにはきれいな火山あり、天然温泉あり、乗
馬もできるということで、体調が悪くなることもなく楽しく過ごしま
した。十分に充電し、再びサン・ホセに戻り血液検査をすると「バッ
チシOK牧場!!」。勇躍パナマに向けて出発しました。

目的はパナマ運河の見学。しかし、私が着いた時は船が出航し
た後で、次の船は２時間半後と聞かされ、今回は運河を見たことに
とりあえず満足。現在、パナマ運河は超巨大船が通れる大きいも
のを建設中なので、次に訪れるまでの楽しみに取っておくことにし
ました。

パナマでは２つのアクシデントに見舞われました。元々は２枚持っ
ていたカードのうち、１枚はメキシコでスキミングされて使えなくな
り、もう１枚は有効期限が切迫。いろんな対策を考えたのですが結
果はすべてNO。結局、盗まれても被害を最小限にとどめられるよ
うに現金約3,000米ドルを３つに分け、残りの旅程43日間の旅を続
けることにました。もう一つは、デング熱で寝込んだため予定が狂

いエクアドルに行けなくなったこと。すでに帰国のための航空券を
取っていたので、こちらの方も次回の楽しみとすることにしました。

ペルーのジャングル＆世界遺産を満喫

南米に来た目的の一つがジャングル体験。ジャングルにあるホス
テルに３泊４日の予約を入れ、空路イキトスへ。ここからクルマで１
時間15分、ナウタという川辺の町からボートに乗り、２時間半かけ
て人々が暮らす集落を目指しました。この旅ではピンクドルフィン
やアナコンダをはじめ数々の生物と遭遇、またピラニア釣りにも挑
戦、13匹の釣果をあげました。村では幼稚園で昼食をいただいた
り、ちびっ子とバレーボールをしたり、村人とサッカーをしたりと存
分に触れ合い、素晴らしい思い出をつくることができました。

次に向かったのがナスカ。セスナに乗って上空から15個の地上
絵を見、「よくこんな絵が描けたものだな～」と予想どおりの凄さ
を感じました。雨がほとんど降らない気候のお陰で遺されたもので
すが、古代人からのメッセージをしっかりと確認できた気がしました。

クスコでは、世界一有名なマチュピチュ遺跡へ。この ｢天空の
城｣ から見る、雪や氷河に彩られたアンデス山脈の眺望は最高！　

また、Intipunkuやワイナピチュから見下ろすマチュピチュも絶景
です。当時の重要な生活道路だった山の斜面のトレイルを歩きなが
ら、どんな暮らしをしていたのかを知りたくて、本気でタイムマシー
ンが欲しくなりました。

ボリビアでは６,０８８ｍ峰登頂に成功

クスコから深夜バスに乗って国境を越え、正午に標高3,600 ～
4,000ｍの高地にあるラパスに到着。目的だった登山をしようとツ
アー会社に行ってみると、なんと食事にレンタル料込みで170米ド
ルという安さ！　私は素人の到達率50％という6,088ｍのHuayna 
Potosiに挑戦することにしました。 約１ヶ月前に登頂したMt.
Tajumulcoより実に1,868ｍアップ！ 登る前から「これこそ自分の
人生で求めていることの一つかもしれない」と興奮しました。初日
は完全装備をし、近くの氷河で用具の使い方、登り方、歩き方をト
レーニング。翌日は5,130ｍにあるロッジへ向かい、雪も氷河もな

ペルー：幼稚園児たちと
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かったこともあり余裕で着きました。
ここからがいよいよ本番。山頂でご来光を見るため深夜１時過ぎ

に出発、「これを成功させないと次の自分はない」という意気込みで、
全身全霊をかけて神に祈りつつ登りました。最初は周りの景色や月、
遠くの街明かりを見ながら余裕で登っていましたが、5,500ｍを過
ぎたあたりから試練が訪れました。フラフラで耳が遠くなり、前に
ついて行くのが限界ギリギリ精一杯。これではダメだと自分に喝を
入れ、チョコレートを食べて心身ともに少し回復。以後10分ごとに
チョコレートを口に入れ、ついに夜明け前に山頂へ一番乗りするこ
とができました。これぞ究極!!　山の神様に認められたお陰と心か
らの感謝を捧げました。

ラパスに戻った翌日には、ボリビアでは有名なDeath Roadに参
加。山の上から自転車で駆け下りるかなり危険なアクティビティで
すが、ケガなく無事に楽しみました。翌日はさすがに体力の限界を
超えてダウン！　しかし、次の日には早くも元気を回復しツピザとい
う町 へ。４泊５日でウユニ 湖、 国 立 公 園 のEduardo Avaroa 
National Reserve of Andean Faunaなどを４×４のクルマで巡る
ツアーに参加し、フラミンゴの大群、動物たちのオアシス、浸食さ
れた大地、それに村での宿泊体験など、大満足の素晴らしい４日間
を過ごしました。

心ならずもアルゼンチン経由でパラグアイへ

ツピザからパラグアイ国境へ向かうつもりで行き方を尋ねたとこ
ろ、ホステルのスタッフとバス会社スタッフの双方ともに間違った
バスを教えられ、着いたのは何とアルゼンチンとの国境近いベルメ
ホという田舎町。ここまで来たからにはアルゼンチンに入国するほ
かなく、橋を歩いて渡って入国。とりあえずその場にいたボリビア
人に少しだけ両替してもらい、乗り合いタクシーでオランという町
へ。そこから、パラグアイ行きのバスが絶対あると確信できる大き
な都市へ行こうと、ブエノスアイレスを目指すことにしました。銀
行でアルゼンチンペソに両替するのに手間取り、バスのトランクに
勝手に荷物を入れたチンピラにからまれ、指定席の隣に座っていた
巨大なオッサンのせいで後ろの席に座らされるなど、いろいろな出
来事があったものの、ともかくも24時間がかりでブエノスアイレス
に到着しました。

大急ぎで国際バスカウンターへ行くと、何と１時間前に出たばか

り。腹をくくってバスターミナルで23時間待ち、パラグアイのエン
カルナシオンに向かいました。この国へ来た一番の目的は、ここな
ら簡単に取れると聞いたブラジルVISAの取得です。運悪く到着し
たのが土曜日だったので、エンカルナシオン周辺を散策し、ついで
に安売りマーケットで使い古してボロボロになったクツやカバンを買
い替えました。また昔、移民して来られた日本人と話す機会があり、
教科書には載っていないいろいろのことを教えていただきました。

月曜日の朝、ブラジル大使館に申請したVISAが午後には出来上
がってきたので、バスとタクシーを乗り継いで国境手前まで行き、
歩いて橋を渡ってブラジルに入国しました。

待望のブラジルは雨季だった！

まず向かったのがイグアスの滝。ブラジル側からの眺望はまさに
水のテーマパーク、そのスケールに圧倒されました。次に行ったの
がボニートという小さな町。雨季だったためほとんど観光客はなく、
無料のラグーン(水辺)も開いていなかったので来た意味なし、残念！
気を取り直してチャパダへ。しかし、やはり観光客が少なくてツアー
が組めず、本来の目的であった洞窟などは断念、滝を見ただけの
不完全燃焼に終わりました。飛行機を待つために滞在したクイアバ
には何もやること、見るものがなく、友人や両親に手紙を書いて過
ごしました。次に飛行機でフロリアノポリスへ。ブラジル人の友人
を訪ねて、彼が経営するTake away shopの寿司屋さんを少しだ
け手伝ったほか、10ヶ所以上ある人気スポットのビーチの一つで
寝転がったり、泳いだり、旅の最後に心ゆくまでリラックス。また
来た～い！

帰国の飛行機に搭乗するためサンパウロへ。ここでの目玉は、ブ
ラジルサッカーの歴史が詰まったサッカーミュージアムで、じっくりと
見学してきました。また、日系人が多いリベルダーデには、日本のスー
パーと変わらないほど日本の食材が豊富にそろっていました。

今回の６ヶ月間の旅程は長くもなく、短くもない手頃な旅でした。
この後は、2015年３月27日からノルウェーに約11ヶ月間滞在、
2016年３月１日からは台湾で11ヶ月間の滞在を予定しています。
その先は未定ですが、中国本土からインドへ、またはアフリカのウ
ガンダなどへの旅を考えています。とりあえずはノルウェーで楽し
んで仕事をし、現地の人と交流し、たくさんのことを吸収・成長して、
素晴らしい１年にしたいと思っています。

ボリビア：ラパスの街

ブラジル：イグアスの滝
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◆職歴について
大学卒業後、何度か転職しましたが、30歳を過ぎてから自動

車のホンダに入社。入社3年以内の2000人中、トップセールス
を記録。名古屋の東急ホテルで表彰され、その営業手法はマニュ
アル化されました。具体的には来店されたお客様とのコミュニ
ケーションを大切にし、お店にいてもらう時間を長くすること

（笑）。ただ、どんな仕事でもそうですが、しばらくすると「自分
はこのままでいいのだろうか？」という疑問が出てくるんです。
それで人材派遣会社に自分を売り込みに行ったのですが、そこで
新会社（派遣会社）の社長にスカウトされました。粗利の意味も知
らないまま社長になり、実績も上げましたが、自分で会社を起こ
したいと思うようになり、出資者を見つけ、当初は共同経営とし
て会社をスタート。その後、分社化してオーナー社長として独立、
現在に至ります。
◆仕事について

従業員数は派遣も含めると1日平均2000人です。「人は主役」
をテーマに「働かせてやってる」のではなく、「働いていただい
て会社が成り立つ」と考えています。実際、中小企業などは人材
不足で困っているところが多く、依頼は沢山いただきますが、ス
タッフを派遣して終わりではなく、むしろ派遣してからが勝負。
スタッフに対するフォローはもちろん、派遣先に対してもアフ

ターフォローを大切にし信頼関係を築いてきましたので、お得意
様は長いお付き合いのところが多いです。利益が少なくても「困っ
ている」と言われたら引き受けてしまう、スタッフ全員にそんな
ところがあります。
◆大学時代の思い出

アルバイトばかりしていたので、テストの時期が大変でした。
テストで困った時の夢を卒業後も10回近く見ています。ゲーム
センターやミナミのキャバレーなど色々なアルバイトをしました
が、その時の接客経験が今の営業の肥やしになっています（成約
率が高いので今でも営業スタッフとしての名刺を持ち歩いていま
す）。私は、「カリスマ営業マン」と言われた営業力とこのキャラ
でここまで来ましたから（笑）。
◆趣味について

趣味はマラソンです。もともと高校の陸上部で中距離（1500
ｍ）を走っていました。今までフ
ルマラソン完走46回、100Ｋｍウ
ルトラマラソンを2回完走しまし
た。58歳で大阪では年間ランキ
ング2位。「ランナーズ」という雑
誌にも載っています。

◆大学、校友会に望むこと
大学のブランド力をあげて欲しいですね。社長として20年以

上やってきましたが、悔しいことに大学の格差を感じることは時
折あります。自分自身の経験では、就活時に受付さえしてもらえ
なかったり、出身大学で人を見る人もいますから。ただ、そうい
う人に対しても産大出身であることははっきり伝えます。「あな
たには負けませんよ」という気持ちがあるからです。「悔しい」
を「なにくそ」というパワーに変えているのも事実です。
◆編集後記

会社の税理士さんからも「古川社長は敵を作らない人」と言わ
れているそうですが、古川さんは誰に対しても低姿勢で穏やかな
方でした。ご自身も「社長だからといって威張るのは嫌い。スタッ
フに対しても悪い時は怒るけど、できるだけ諭すようにしている」
とのこと。そして辛い時も常に笑顔で前向きにやってこられたそ
うです。取材中、豪快に笑われる様子は、古川さんのお人柄がと
ても良く表れていたように思います。
 （取材：広報事業部　神馬克之、勝　信義）

官公庁、日本郵政、大手企業、中小企業多数に人材を派
遣しています。又、介護施設も運営しています。

裸一貫で何もないところから会社を起こし、創業以来、
毎年黒字経営で赤字の年は一度もありません。

帝国データバンクでも高い評価点を戴いている優良企業
となりました。

『主役は人』　『人は財産』　『人は力』
～大学の格差にもめげず、社長として20年以上頑張っています～

㈱ヒューマンコミュニティ、㈱ソレイユ、㈱アイエヌジー
代表取締役　古川　幸雄 さん （S53経営）
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演劇部OBの久保翔平君（H22文環）と野村洋希君（H26文コミ）

が出演された「ここだけの話に ハローグッバイ再び」を11月29

日に日本橋・インディペンデントシアターで鑑賞しました。私自

身が初めての演劇鑑賞なので、とても緊張しました。

劇が始まる前に進行役の女性が「90分の公演になります・・・」

と話された時は「最後まで観切る事ができるのかな？・・」と不

安になりました。

結婚生活の夢破れ、夫が出て行ってしまった新居からの引越し

を決意した女性。次の入居予定者の男性が不動産屋さんと一緒に

部屋を見に来た時に、引越作業をしていた彼女を見て「どこかで

お会いしたことが・・？」・・・というところから話が展開します。

私の心配を吹き飛ばすかのように、アッという間に時間が過ぎ

去りました。テンポも良く、ワクワク・ドキドキ、笑いあり、少

し涙ありの素晴らしい公演でした。

久保君と野村君はプロの役者を目指しており、現在は「チーム

☆レトリバーズ」の劇団員です。

「チーム☆レトリバーズ」は、す

ごく楽しく、時には厳しく、人間

としてとても成長出来る劇団だそ

うです。私も公演を鑑賞して「チー

ム」と劇団名に付くのが納得出来

ました。

久保君は稽古の無い時にはアルバイトをして頑張っています。

この春卒業しましたが野村君も夢を叶える為に就職はしませんで

した。２人は産大高校では演劇部の先輩後輩。「高校、大学の先

輩後輩の間柄ですので、劇団の中ではお互いの立場・性格もしっ

かり認め合っていますよ。（笑）」と久保君。「頼りがいのある先

輩です。（笑）」と野村君。

大阪でも数十団体、数百人の役者の方がいるそうです。その中

でプロを目指す為に「差別化出来る取り柄・特技も身につけたい

です。」と２人は言っていました。

「大学時代は当たり前ですが真面目に講義も出て、友達ととても

楽しみましたよ。（笑）」と久保君と野村君。当時のゼミの先生と

も、今も連絡をとられていると言うことです。

最後に２人が「ＯＢ・ＯＧの皆様、次回の公演も案内させて頂

きますので、是非とも生の演劇を楽しんで観て下さい。そして私

達への応援も宜しくお願いします！（笑）」と言われました。

「チーム☆レトリバーズ」の久保ショーヘイ君、野村洋希君これ

からも頑張ってください！ 応援しています！

� （取材：広報事業部　坂口英行）

プロの役者目指して
チーム☆レトリバーズ劇団員

久保　翔平 さん （H22文環）
野村　洋希 さん （H26文コミ）

野村さん久保さん
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平成27年3月1日（日） 文化会鉄道研究部創部50周年記念行事
が開催されました。

記念列車：近鉄15400系【かぎろひ】（4両編成）を貸切り、車
内イベントなどを通じて現役生とOBの交流が図られました。

あいにくの空模様ではありましたが、OB120名、現役生32名、
来賓として大阪産業大学後援会 中林会長、学生部 田村部長およ
び卒業生の笑福亭三喬師匠が出席されました。 　

鉄道研究部は、大学開学と同じ年の昭和40年5月に創部して以
来50周年を迎えることとなり、この間鉄道に関する研究および
これに基づく機関紙『いこま』の発刊を通じて学生生活の充実、
人間形成の場とすべくクラブ活動を続け、現役部員32名、OB約
250名を数えるまでに成長しました。

この輝かしい創部50周年を意義あるものとして位置づけ、今
回の記念列車運行と到着地・鳥羽【戸田家】での祝賀会が盛大に
開催されました。

鉄道研究部の益々のご発展をお祈り申し上げます。
 （取材：広報事業部　神馬克之）

『鉄道研究部50周年記念行事』報告

記念式典会場・戸田家車内の様子

記念列車・近鉄15400系【かぎろひ】。バーカウンターとイベントスペー
スを備えた通常では貸切できない団体専用車両

創部 50 周年記念式典・集合写真 
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平成27年6月27日（土）
新大阪ワシントンプラザ
ホテルに於いて、体育会
自動車部創部50周年記念
式典が開催されました。

自動車部では10年毎に
ＯＢ会が開催されており、今回は開催が土曜日であることなどの
理由により昭和51年入学以前のＯＢに案内状が発送されたそう
です。また、会の最後には、次回60周年の担当幹事に昭和51年
入学の岡野孝俊氏が選出され了承されました。

受付で名札を受け取り会場へ入ると、自動車部の3種類の大き
な部旗が掲げられており、傷み具合から50年の歴史を感じさせ
ていました。中央のテーブルには「全日本学生自動整備技術選手
権」を優勝しトヨタ賞が送られた新聞記事、集合写真や卒業アル
バムなどが展示されており、皆懐かしい写真に魅入っておられま
した。またテーブル上には「ハンドル」「タイヤ」「エンジン」「ミッ
ション」「クラッチ」といった自動車部品名が書かれた着席テーブ
ルの表示が微笑ましく思えました。

出席者は61名。現役では現副部長の今村勇太氏、三木太地氏
が出席し、自動車部の現況を報告しました。「ダイナモ」のテー
ブルには、昭和40年入学の一期生4名とともに、名誉顧問でもあ
ります松浦譲先生が着席されました。

懇親会は、今回の案内で確認された3名の方のご逝去に黙祷し
たのち、松浦譲先生、伊藤新太郎会長の挨拶と乾杯で始まりまし
た。続いて記念撮影、ピアノ弾語り、近況報告、抽選会と進行し、
最後に校歌、応援歌を皆で合唱しました。

自動車部の益々のご発展をお祈り申し上げます。
� （取材：広報事業部　宮井義裕）

平成27年3月28日（土）18時より、新大阪ワシントンホテル
プラザにて、平成26年度 硬式野球部ＯＢ会総会が開催されまし
た。加門ＯＢの司会進行、ＯＢ会　神田会長の挨拶の後、平成
26年度活動報告、会計報告および平成27年度活動予定が提案さ
れ、全会一致で承認されました。

総会終了後、野球部監督はじめコーチや現役部員が加わり、懇
親会および激励会が開催されました。ＯＢ会を代表し神田会長か
ら現役部員に激励の挨拶があり、野球部からは宮崎監督より近況
報告と織地主将より27年度の決意表明がなされました。石原 元
野球部部長の乾杯の挨拶で会場はＯＢと現役部員の懇親の場とな
りました。

ＯＢの中には遠方より参加された方もいらっしゃり、仲間との
再会や現役部員との交流で、和やかで有意義な懇親会となりまし
た。中締めの時間には神田会長より野球部にお祝い金の贈呈、最
後にＯＢ会 本多副会長の万歳三唱で閉会となりました。

※大阪産業大学 硬式野球部 ホームページはこちらからご覧い
ただけます。

http://www.osu-baseball.com/index.html
野球部の益々のご活躍をお祈り申し上げます。

� （取材：広報事業部　神馬克之）

「大阪産業大学体育会自動車部
　創部50周年記念式典」報告

硬式野球部ＯＢ会総会・懇親会および激励会 報告
今年こそ優勝目指して！
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支 ートポレ部
2015.1.31　T's garden 2014.9.27　別府亀の井ホテル

2014.10.4　国際ホテル松山 2015.6.21　ホテル日航姫路

大 学 支 部 大分県支部

愛媛県支部 兵庫県西支部

平成27年1月31日（土）に、平成26年度校友会大学支部の総会
を大阪市中央区城見ツイン21MIDタワーのティーズガーデンで開
催致しました。

校友会本部から小泉廣美校友会長、校友会事務室の中谷好宏氏
をお招きし、支部会員19名が参加致しました。

平成26年度支部活動報告、平成25年度会計報告、会計監査報
告が行われ承認され、新役員の改選も無事選任されました。

その後、懇親会が同会場で、金澤成保学長をお迎えし、和気あ
いあいの内に進めることができました。

今回は、大学の後期試験期間中の通常授業と重なり、交通機械
工学科の先生方の出席を頂くことができず、また、一般前期入学
試験の地方会場への出発と重なる会員もいて、日程調整に若干の
反省点もございました。

平成27年度からの新役員改選では、工学部都市創造工学科の
金岡正信（昭和51年3月土木工学科卒）氏が次期支部長に選任され
ました。 （支部長　久保雅洋）

去る９月２７日（土）別府市内の「亀の井ホテル」にて第２９回大阪
産業大学校友会大分県支部総会を開催致しました。校友会本部よ
り梅原副会長のご出席を賜り、また九州地区の福岡・宮崎・鹿児
島の支部長にもご参加頂き盛大に総会が出来ました。

総会に先立ち、昨年校友会会員５１年交通機械工学科の方が亡く
なり、皆さんで黙祷を捧げご冥福を祈りました。 今年は２５年度卒
業生の初参加もあり例年になく盛り上がったようです。当大分支部
も毎年会員の参加が少なくなって支部の存続が難しくなっていま
す。

折角縁あって大阪産業大学に入学、卒業し社会でも横の繋がり
を大事に出来たらなと思います、それが校友会の仕事でもあると
思います。卒業生の社会での不安や悩み事を少しでも我々先輩が
相談にのって上げられる様な環境を作って行けば校友会活動も盛ん
になるのではないでしょうか。 （事務局　姫野一彦）

平成２６年１0月４日（土）、第28回愛媛県支部総会を国際ホテル松
山で開催致しました。本部より宮本副会長、香川県より長田支部長
ほか2名、高知県より野村幹事の多数の来賓を迎え、ＰＭ6:00より
実施致しました。今回も、案内のハガキのみとし返信は、メール及
び電話で出席回答のみとさせて頂きました。結果は、ほとんど変化
は有りませんでした。今回は、支部会員の出席者は13名と成りまし
たが、新しく平成17年度卒の方が出席頂き、平成卒出席者が2名に
成りました。今後の展望が少し明るくなって来ました。又、宮本副会
長の話の中で来年（27年）は、大学開学50周年校友会設立45周年
に伴い大阪産業大学で11月に学園祭でイベントを開催すると報告が
有りました。後、他県支部では、スポーツイベント及びレクリエーショ
ンを開催しており、当支部でも開催しようとの意見も有りました。そ
して、最後に支部総会出席者増に付いても話合われ、卒業生リスト
を役員全員が分担をして再度コールしようとの事に成りました。そし
て、PM7：00から懇親会と成り、ＰＭ9：00迄和やかな雰囲気にて
大いに食べて飲んで終了しました。又、一部の方は、二次会の繁華
街へと移動し最後まで盛り上がりました。 （支部長　吉村定修）

去る6月21日（日）、JR姫路駅前のホテル日航姫路にて、第22回
兵庫県西支部総会・懇親パーティを行いました。本部の福井副会
長をはじめ、いつもお世話になっている他支部の支部長役員の方々
にもお集まりいただきました。総会では皆さんに活動・会計報告や
今期の計画、役員改選のご説明をして無事承認を得ました。

その後の懇親パーティで、ピアノ演奏や歌を楽しんでいただき、
恒例のくじ引き大会へ。準備には長い時間がかかりますが、当日
はあっという間のひとときです。
『誰がいてるのか』『会場の雰囲気は』と出席を躊躇っておられ

る方が多いとは思いますが、役員がいますので安心して是非一度
ご参加ください。

何十年ぶりの同窓会の場としてこの総会を利用していただくのも
大歓迎です。

白く美しくなった姫路城の観光がてら、西支部総会にどうぞお越
し下さい。（来年の総会も6月を予定しています）
 （青年部　梶麻衣子）
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支 ートポレ部
2014.11.8　料亭「濱長」

2014.11.2　大学

2015.6.13　割烹　山川荘

2015.3.28　ホテルむさしや

高知県支部

大阪北河内支部

長崎県支部

関 東 支 部

平成26年11月8日（土）、第14回高知県支部総会を18時20分か
らはりまや橋の南、鏡川沿いの料亭「濱長」で、本部からは宮本副
会長、愛媛県支部から3名、香川県支部から2名、徳島県支部から
1名の参加をいただき、会員20名の参加のもとに開催致しました。

総会では、支部長挨拶、宮本副会長より校友会や学校の近況等
の挨拶、議事に入り支部活動報告、会計報告、会計監査報告と進み、
役員改選では現役員が留任すること等が可決承認されました。

その後、料亭の舞台で全員集合の記念写真、高知県支部のみの
大学開学50周年のビデオを撮り、懇親会では、宮本副会長の紹介
によるH25年度卒の濱口君の参加があり、高知酒文化のコマ回し
ゲーム等で杯を交わすとともに、近況を語り会い、なごやかなひと
時を過ごし、再会を約束しながら散会となりました。
 （支部長　濱﨑　勲）

第32回支部総会が2014年11月2日（日）に開催されました。
総会は、大学の東部キャンパス13号館１階の教室で開催され、

三浦支部長の挨拶、梅原副会長の来賓挨拶の後、①平成25年度
活動報告、②平成25年度会計報告と監査報告、③その他（次年度
の総会について）の議題について報告や提案があり、すべて承認さ
れました。

総会・懇親会の参加者は、会員44名(北河内以外の地域からの
参加者14名含む)、家族21名、子供14名でした。今回は、ホーム
カミングデーの開催日にあわせて総会を行う予定でしたが、ホーム
カミングデーが土曜日となったため残念ながら翌日の開催となりま
した。次年度の支部総会は、大学開学50周年、校友会設立45周
年の記念の年になるので、もし大学で記念行事が開催されて応援
できるようであればその日に合わせて開催し、そうでなければバス
ツアーになる予定です。 （副支部長　福井義員）

今回の関東支部総会は、第２０回という節目の回を迎えたという
事もあり、会員の親睦をさらに深める事を目的として、元箱根の温
泉での泊まりという形で開催しました。

会は、午後より総会、途中休憩を挟んで皆様にはゆっくり温泉で
寛いで頂き、夜は懇親会という流れで進行しました。

温泉では、湯船に入りながら見る、芦ノ湖畔に沈む夕日に心を打
たれ、懇親会では帰宅時間を気にせずに、ゆっくり語り合えた事で、
会員同士の親睦も深まったと考えています。

また、総会は通常報告（活動報告、会計報告）に加え、初回～１９
回までの総会の様子について、井上支部長より語って頂き、懇親
会では、小泉校友会会長、笑福亭三喬様、そしてこれまで会を支
えて下さった幹事の皆様より頂きました、お祝いメッセージを紹介
させて頂きました。

これまでは、限られた短い時間の中で総会と懇親会を開催してい
た事や、その会の開催も年一度という事で、なかなか親睦を深め
るのが難しいと感じていましたが、今回の泊まりで開催した事で、
時間的にもゆっくりでき、結果、これまで以上に親睦を深める事が
出来たと考えています。 （副支部長　乾　叉章）

平成２７年６月１３日（土）午後６時３０分より、割烹「山川荘」で第
２１回長崎県支部総会を開催しました。本部より小泉会長に出席頂
き、大学及び校友会の現状、今後の取り組み等の説明を頂きました。

また、九州各支部（福岡、大分、宮崎、鹿児島、沖縄）の支部長
様等にも恒例のごとく参加して頂いています。誠にありがとうござ
います。今回の総会は、会員（役員含む）の集まりが大変難しく長
崎会員は５名の参加でした。

今回参加できないとの返送頂いた葉書の中で、平成卒業の会員
も５名程度おられました。今後の若手に参加頂く仕組み作りが今後
の課題（急務）と思います。なお、今回は、長崎会員である犬塚役
員の級友・兵庫県東支部長　山田卓雄さんにもご参加頂きました。
懐かしいお話がたくさんあった事と思います。総会は活動報告、決
算報告を無事承認頂きスムーズに終了することができました。

懇親会では、今年、大学開学５０周年・校友会設立４５周年事業
が計画されており、若手の参加をより多く募り今後の校友会の発展
に各県支部とも頑張っていこうという意識合わせをしながらの楽し
い飲み方となりました。２次会でも、皆さんの得意の歌声を聴きな
がら、各支部から頂いた焼酎を飲み飲み盛り上がりました。
 （支部長　栗原雄治）
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支 ートポレ部
2015.6.13　民宿 敷島荘 2014.11.29　ホテル鹿児島東急イン

2015.7.12　中国新名菜「敦煌会議室」 2015.2.4　ブラッスリーライオン　ツイン21

新潟県支部 鹿児島県支部

大阪市支部 日産大阪支部

第２７回鹿児島県支部総会がホテル鹿児島東急インで開催された。
第２５、第２６回は宮崎県支部との合同総会を行いましたが、初期

の意向に反し、総会参加者の増員、経費の削減等思いどうりいきま
せんでした。３年ぶりの単独支部総会となりました。

当日は、本部より宮本副会長、長崎県支部、大分県支部、宮崎
県支部、沖縄県支部の支部長様が来賓として出席いただきました。

来賓をお迎えすべく、久しぶりに桜島が３０００ｍ級の噴煙を上げた
次第です。

総会議事については有馬議長の進行により異議なく承認されまし
た。今回は役員改選期にあたり、支部長山中孝廣、副支部長菊永
末彦氏が選任されました。大阪産業大学開設５０周年を期に更なる
校友会並びに当支部の充実、発展に努めてまいります。

本総会に出席いただいたご来賓の方々、会員の皆様に感謝申し
上げます。 （支部長　山中孝廣）

総会には副会長の宮本芳文氏、近隣支部役員が多数ご臨席いた
だきました。司会は西川和人氏（S57経営）、議長の有田鋼司氏（S49
経営）による議事進行で、「支部役員改選では、現支部長の石本理氏

（S44経営）が再任され、渡邊彰宏（S56短自）氏が新幹事に選出さ
れ、すべての議案が承認されました。

特別講演会では、今春から大鉄工業株式会社に勤務されている
石川祐介氏（H26都市創造工学科）を講師に迎え、学生時代の思い
出話や仕事内容についてお話をしていただきました。参加者からは
しっかりとした話の内容で大変頼もしく感じたとのこと。今後の活躍
を期待しています。

懇親会では、大阪市支部会員の米倉敬喜氏（S56経営）「松竹芸
能所属、芸名は杉たかし」によるマジックと腹話術で会場は大いに
盛り上がりました。

ご参加いただきました皆様、ありがとうございました。来年もい
ろんな企画で皆様をお待ちしていますのでご参加ください。
 （事務局　高見新一）

第５回支部総会が２月４日、福井副会長ご出席のもと開催されま
した。福井様よりご祝辞、大学の近況報告等を戴き、議事に移り
２５年度会計報告および今後の活動計画が承認されました。昨年度
以降、日産系以外の自動車関係従事者あるいは退職者に広げてい
くことを申し合わせしていますが、既に会員から数件の紹介があり、
更に継続していくことが確認されました。また、これからの支部総
会のあり方、運営方法等についても支部長としての考えが示され
た。懇親会では、毎回のことながら一年振りの再会を喜び、職域
支部ならではの和気藹々とした雰囲気の中、大いに語り合い、平成
２８年２月３日の再会を誓い、盛大な内に閉会となりました。当支部
では、販売会社、民間会社、自営業等に従事する、あるいは従事
しておられた卒業生が一堂に会する機会を設ける活動を今後も進め
ます。興味のある方は、当支部宛メールでご連絡戴きますようお
願い申し上げます。 （支部長　鮫島好徳）

平成２７年６月１３日佐渡市において第１８回新潟県支部総会を開催しました。
本部より梅原副会長、井上関東支部長、本部顧問梅木様の臨席を賜り開催さ
れました。県内の参加者は７名、内佐渡市の会員は２名でした。奥様３名を含む
１３名の参加者でした。

２６年の事業報告・会計報告・決算報告を終え、２７年の事業計画・予算案が
無事承認され総会が終わりました。来賓の梅原副会長より小泉会長のあいさつ
文が読み上げられました。その中には大学開学５０周年、校友会４５周年のイベ
ント話がありました。新潟県の会員も１１月１日に参加してほしいとのことでした。

総会終了後は佐渡の魚介をふんだんに盛り込んだ料理に舌鼓をうち、お酒も
すすみました。部屋に戻ってからも尽きない話に大いに盛り上がりました。

今回、佐渡市の会員と両津港で合流して佐渡を案内して頂きました。朱鷺の
森公園では実物の朱鷺を２ｃｍのガラス越しに見学出来る施設が完成されていま
した。朱鷺の羽は伊勢神宮でも使われていると梅原副会長が言っていました。
次には尾畑酒造の酒蔵見学、試飲をして買い物を楽しみました。その次は西三
川ゴールドパークで砂金とり、皆さん必死に砂金を取っていました。１４日翌日
は世界遺産に申請中の佐渡金山を見学しました。次に井上支部長が「無名異焼」
を是非見学したいと言って１００万単位の焼き物を見学しました。佐渡最北へ向
かい、佐渡カンゾウ祭りを見学しました。

今回佐渡へは高速船を利用して行きました。新潟―両津港を約１時間です。
島内はレンタカーで移動しました。参加された奥様は「初めて佐渡に来たけれど、
１日では足りない、また来たいです。出来ればカンゾウの花が満開の時に」と言っ
てました。実は本年は天候が良すぎてピークは６月２日頃でして、１４日では遅す
ぎました。最後に参加された会員さん無事に総会が終わり、佐渡市の会員によ
る観光も怪我が無く終わりありがとうございました。 （支部長　内山義雄）
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支 ートポレ部
2014.10.25　竹乃屋東比恵店

2014.10.4　ホテル四季亭

2015.7.19　リゾートホテルモアナコースト

2014.11.9　有隣倶楽部

福岡県支部

宮崎県支部

徳島県支部

埼玉県支部

平成２６年１０月２５日（土）に、福岡市・竹乃家に於いて第１３回福
岡県支部総会を開催致しました。来賓の皆様、会員の皆様のおか
げで議案書の通り議事及び懸案事項はスムーズに進行する事が出
来ました。

議事の内容と致しましては、行事活動、会計収支、会計監査、
来季の支部活動の予定などを報告及び決定を行い、無事閉会しま
した。その後、別室にて懇親会を開催致しました。閉会後、二次
会に向かいましたが私だけは体調不良でしたので不参加でした。

二次会では、大いに盛り上がり、次年度の再会を誓い閉会した
と後日連絡を受けました。 (支部長　岩佐潔親)

宮崎県支部の第13回総会を10月4日午後6時より、県央の高鍋町「ホテル
四季亭」にて開催いたしました。

本部より小泉廣美 校友会会長を迎え、大分県、長崎県、鹿児島県、各
支部より役員の方3名、支部会員10名での開催でした。今回は、会員の久
方の参加者が2名、初めての方が1名参加いただきました。10名の参加は、
皆さん大変喜んでいました。

総会は、事業報告、会計報告が承認されました。事業計画では、開催地
を今回のように県央にすると、参加者が増えるのではないかという意見も出
ました。また、県南の日南市での開催もいいのではとの意見も出ましたが、
今後の検討課題として残りました。今後もより多くの会員が参加する支部に
していく為に、知り合い知人に声を掛けていこうという事になりました。

その後、懇親会に移り、各支部よりいただいた焼酎を飲みながら、焼酎
談義に華が咲き、カラオケを歌い親睦を深め合うことが出来ました。

尚、明けて10月5日は台風18号の接近により、小泉会長は空路が使えず、
陸路、電車での帰阪となったそうですが、長時間ご苦労さまでした。

当支部総会に出席いただいた方々、ありがとうございました。皆様のご
健勝をお祈りいたします。 （支部長　三浦剛次）

第18回徳島県支部総会は、7月19日台風一過の晴天のなか鳴
門市のモアナコーストにて、本部より能智幹事を迎え開催しまし
た。台風の影響で、高速道路の渋滞があったにもかかわらず、四
国３県支部様はじめ近県の支部より多数のご出席を賜りました。

能智幹事より、会長挨拶のなかで、校友会結成４５周年記念事
業について他、今後の校友会活動の方向性と取り組みについて詳
細な話がありました。

今回は初参加の小笠原史也氏、平成卒の黒部氏・芝野氏と若い
方の出席があり、活気のある有意義な総会となりました。また、
四国四県の平成卒業の青年メンバーが中心となって、連携し四国
として取り組み、交流で発展できるよう協力していくことを確認
しあいました。

懇親会では近県より松田支部長様御夫妻・黒部様ご家族、他の
参加者と旬の地産の料理を囲み、にぎやかに歓談し校友を深める
ことが出来ました。 （支部長　豊田　量）

去る11月9日（日）午後1時より埼玉県長瀞「有隣クラブ」にて副
会長・梅原一男様を招き支部総会を実施しました。当日は天候に
も恵まれ総会も滞りなく議案書通り進みました。最初に本部副会長
より『大学開学50周年・校友会45周年記念イベント』計画につい
てお話があり、「考えさせられるところは地方支部のあり方」などこ
れからの検討事項がある事を理解しました。

支部運営も事務局のおかげで無事毎年開催されています。来年
度総会は？未定です。いつも、午前中はイベントを企画しています。
今回は竹本朗さん（S53土木）とSLファンの松田耕一さん（S56経営）
によるイベント計画で秩父長瀞のライン下りと秩父鉄道のSL乗車を
体験しました。

楽しい1日でした。支部総会では新しい役員団も承認され、来年
度に向け活動をはじめます。
 （支部長　鈴木規久男） 
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支 ートポレ部
2015.6.13　魚と家 2015.5.10　ホテル・アゴーラリージェンシー堺

2014.9.13　からすま京都ホテル 2015.2.7　ライズヴィル都賀山

兵庫県北支部 大阪泉州支部

京都府支部 滋賀県支部

５月１０日（日）、第１７回大阪泉州支部総会及び懇親会をホテル・
アゴーラリージェンシー堺にて開催しました。当日は校友会本部よ
り小泉会長、宮本副会長にもご出席頂きました。また森本顧問並
びに近隣支部より支部長はじめ幹部の方々にも多数ご臨席を賜りま
して有難うございました。今年は４名の初参加の方を含め４２名で開
催致しました。今回は大学の特徴であるプロジェクト共育のテーマ
で『ソーラーカーレース世界選手権３連覇への軌跡』の演題で大
学及び４回生のリーダーに発表して頂きました。我が大学で、世界
に誇れる事をされていることに、会場から感動の声が上がっていま
した。懇親会では和気あいあいと話がはずみ、ビンゴゲームなどで、
大いに盛り上がりました。これからも現役学生と卒業生が仲間とし
て、交友を深められる場を提供できればと思います。今年は、大
学開学５０周年、校友会設立４５周年という節目にあたります。盛会
に開催されます様、皆さんで参加しましょう。 （支部長　林田慶弘）

6月13日（土）、第10回支部総会を浜坂温泉「魚と屋」にて開催し
ました。当日は校友会本部より森本副会長、兵庫県（東・西・南）、
近隣支部から支部長はじめ幹部の方々のご臨席を賜りました。総会
では活動報告・会計決算報告・活動計画とすべての議題が滞りな
く可決・承認され、集合写真撮影。懇親会では鳥取支部長の奥さ
んも参加され、カラオケで大いに盛り上がりました。大阪中・南河
内支部長の松田支部長、足立地域幹事の補佐で校歌斉唱、応援団
エールで中締め、二次会では深夜遅くまで歓談の声が響いていま
した。

翌日は森塚会員のちくわの工場の見学、焼きたての浜坂ちくわ
を頂きました。

兵庫県４支部で合同ホームページを開設しておりますので活動状
況をご覧いただきたいと思います。今後も学生時代に築いた ｢絆｣
をもっと広めて大きな輪となるように、活発な支部活動を展開して
いきたいと思います。来年は丹波地区で総会を開催する予定です。
より多くの会員の皆様の参加をお願いします。
 （事務局　柴田　巧）

平成２６年京都府支部総会を恒例のからすま京都ホテルにて総勢
５５名で開催しました。小泉会長、宮本副会長を始め近郊の支部か
らも参加いただきました。今年は２５年度新卒者とご父兄の参加も
あり大いに盛り上がりました。第一部の総会では活動報告･決算報
告と２６年度の活動計画･予算案が満場一致で承認され、第二部で
は人間環境学部前迫教授をお迎えして自然破壊の講義を受講。数
十年振りに講義を受ける人にも解る内容に久し振りに学生時代に引
き戻されました。続いて恒例の笑福亭喬若師匠の落語で久々に笑
いました。第三部はいよいよ小泉会長のご挨拶、藤原兵庫南支部
長の乾杯のご発声で懇親会に突入し、笑福亭喬若師匠の進行で抽
選会も行われ、全員が景品をゲットして大いに盛り上がりました。
鈴木副支部長の中締めのあとも、盛り上がりはなかなか終息せず
楽しいひと時を過ごしました。 （副支部長　市村莞爾）

平成２７年２月７日に第1３回滋賀県支部総会を「ライズヴィル都
賀山」にて開催いたしました。本部からは小泉会長をはじめ関西近
隣の各支部から、多数出席を賜り心から感謝しております。今年は、
当支部や、他支部の一般校友会員、産大応援団OBも参加して大
変賑わいました。総会後の講演では当大学の建築・環境デザイン
学科の船曳悦子助手による「近代建築の変遷と大工道具」で、滋
賀県にゆかりのある建築家ウィリアム・メレル・ヴォーリズの西洋建
築について、関西各地に残る建物の紹介とデザインについて教え
て頂きました。また、昔の大工道具であるカンナの遍歴を時代順や、
神社等で使用される色々な種類があることについて、大変興味深
い講演でありました。

また、懇親会では、出席の各支部の皆様と活動や校友会の今後
のあり方など話し合うことができ、大変有意義な時間を過ごすこと
ができました。 （支部長　服部嘉雄）
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支 ートポレ部
2015.7.5　ホテルホップインアミング

2015.1.24　ホテル　ザ・ビーチタワー

2015.3.22　葵タワー24F グランディエール

2015.6.6　ホテルグランテラス富山

兵庫県東支部

沖縄県支部

静岡県支部

富山県支部

昨夜からの雨も何処へ…会場への足元を心配していましたが・・
7月5日(日)第13回兵庫県東支部総会が、JR尼崎駅前・ホテル

「ホップイン」アミングで開催されました。
校友会本部から梅原副会長、近隣支部の支部長・役員・会員・

ご家族、また山元名誉教授、奥様等のご参加を頂きました。
浅野副青年部長の司会で進行し例年通り事業報告、会計予算・

決算等も承認され、丸山副支部長の記念講演、課題「尼崎市市制
100周年について」こんな身近な所に、歴史が・・・熱演に尼崎
市がより一層、身近に思われた講演でした。

撮影を終え無事総会終了。
吉岡副支部長の司会で、懇親会の幕が開く。兵庫県西支部伊藤

支部長の乾杯に引続き、来賓の挨拶(校友会設立45周年事業・ 大
学開学50周年事業の主旨と出席協力依頼等々 )紹介に引続きビン
ゴゲーム・カラオケ等、時間を忘れた懇親会に閉会、二次会の会
場へ向う。

思いは皆さん「産大が好きやねん～」の一言。参加者の親睦を
深め、又の再会を誓い会場を後にしました。 （支部長　山田卓雄）

皆様お元気でしょうか？
第11回沖縄県支部総会を、１月２４日、ザ・ビーチタワー沖縄に

て本部から梅原副会長・長崎県平尾事務局・沖縄支部会員８名参
加し開催しました。

総会は、活動報告・収支報告・監査報告・活動計画と予定通り
終わる事ができました。議題の中で最も心配な事は、今後の支部
活動の存続であり、小泉会長も言われているように少子化問題が
大きく立ちはだかる今日、どうなるか？どこの支部も同様だと思い
ます。

総会後、懇親会に移り久しぶりの学校の事に付いて語り合い、ほ
ろ酔い気分になり、来年の１月２３日の再会を楽しみにして解散しま
した。 （支部長　吉田　晋）

第９回静岡県支部総会を３月２２日にＪＲ静岡駅前葵タワー２４階に
て開催致しました。「春に３日の晴れなし」という諺があるように数
日ぐずついていた天気もこの日だけは快晴ということで遠く富士
山、伊豆半島、駿河湾の眺望が見事に浮かび上がり総会をより盛
り上げてくれました。

本部からは宮本副会長、関東支部より乾副支部長の御出席を賜
り総勢１３名の参加となりました。

総会も滞りなく終了し、懇親会では事務局より只単に老人会の酒
飲み場所になってはならないとの事で各会員の近況報告並びに各
会員の自営の紹介、会社紹介、製品紹介等多種に渡って各々発表
しあい、会員同士相互の親睦と初めて知る話題に驚嘆の声が上が
るほどでした。そして最後に「開学５０周年おめでとう」ということ
で和気あいあいに終了することが出来、次回の総会でも多数の会
員の方々と交流出来ますことを心より楽しみにしています。
 （副支部長　増田道広） 

第８回支部総会を、本部より宮本副会長をお迎えして開催致しました。
総会は、５月に開催された代議員会の報告を、余西副支部長（代議員）

より周年事業に絞っての説明がありました。これを機に支部企画に組み
入れて参加する等々の、多くのご意見を承りました。

加えて宮本副会長より、大学と周年事業企画の現況をもお伺いする
ことが出来、以上を踏まえて参加者を募り、支部として周年企画に出席
を決め総会を終えました。

懇親会に入り、全員が一つの対面テーブルの中、余西副支部長の開
会挨拶と乾杯の発声は、開学５０周年に相応しい盛り上がりの始まりと
成りました。それぞれが河内野で学んだ頃の日々を想い、事々を来し
方に重ね、酌み交わす毎に笑みがあり、半世紀を語り合うに充分な雰
囲気でした。久々に、同窓の感を覚ゆる一刻を過ごす事が出来ました。

会員の皆さんの周年企画参加と、校友会への御出席をお願いしてレ
ポートと致します。 （支部長　針原英喜）
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受験適齢期の子女をお持ちの校友会会員の皆様へ

卒業生子女入学試験・各種優遇制度のお知らせ
2016年度も、『卒業生子女の入学検定料免除』および『卒業生子女特別入学試験』を実施することになりました。これらの制度を大
いにご活用いただき、多数の子女が受験されることを願っております。卒業生子女に対する優遇制度は、A.入学検定料免除とB.卒業
生子女特別入学試験のふたつがあります。このふたつは別の制度ですので、ご利用の際はご注意ください。

優遇制度を受けるには校友会発行の「入学検定料免除証明申請書」を入学願書に添付する必要があります。
「入学検定料免除証明申請書」は校友会事務室まで、お電話にてご請求ください。

A  入学検定料免除（概要）　※適用回数に制限はありません

B  2016年度卒業生子女特別入学試験（要項）

お問い合わせ先 〒574-8530 大阪府大東市中垣内3-1-1 大阪産業大学校友会事務室　TEL： 0120-84-3040 FAX：072-875-0398

■ 免除される入学検定料
◎大学の入学試験
　・願書出願　35,000円　　・Web出願　 30,000円
◎大学入試センター試験利用入試
　・Web出願　 15,000円

■ 入学検定料免除を対象とする入学試験
大阪産業大学が実施するすべての入学試験。

■ 摘要対象　本学の卒業生の子女
（本学の卒業生とは、大阪産業大学・同大学院・同短期大学部およびその
前身校の卒業生を指す。子女とは、孫、子および卒業生の兄弟姉妹を指す。）

■ 手続き方法
入学検定料免除を希望される方は「入学検定料免除証明申請書」（申請書
は、校友会事務室に請求）を出願書類と同送して、手続きをしてください。

1. 募集定員
学　部 学　科 定　員

人間環境学部 文化コミュニケーション学科 3名程度

34名程度

生 活 環 境 学 科 3名程度

経 営 学 部 経 営 学 科 5名程度
商 学 科 5名程度

経 済 学 部
経 済 学 科 6名程度国 際 経 済 学 科

デザイン工学部 情 報 シ ス テ ム 学 科 2名程度
建築・環境デザイン学科 2名程度

工 学 部

機 械 工 学 科 2名程度
交 通 機 械 工 学 科 2名程度
都 市 創 造 工 学 科 2名程度
電 子 情 報 通 信 工 学 科 2名程度

※ 経済学部は一括募集です。入学後、3年次から原則として自分にあった学科を選択し
ます。

【注意】 各学部学科の一部コ一ス等については、AO入試のみの募集となっているもの
があります。

　　　詳しくは、入試センター（TEL.072-875-3001）へお問い合わせください。

2. 出願資格（次の各項に該当する者）
① 本学専願者に限る
② 本学の卒業生の子女（本学の卒業生とは、大阪産業大学・同大学院・
同短期大学部およびその前身校の卒業生を指す。子女とは、孫、子
および卒業生の兄弟姉妹を指す。）

③ 高等学校を2016年3月卒業見込の者
④高等学校調査書の全体の評定平均値が「3.0」以上の者

● 外国人留学生の方は、外国人留学生を対象とした入学試験を受験し
てください。ただし、ここで言う外国人留学生とは、「外国籍を有する
者で、外国においての日本の高等学校卒業に相当する教育課程を修
了した者、および修了見込みの者」とします。

3. 出願書類
①入学願書一式　　②調査書
③入学検定料免除証明申請書（免除証明書）
　 校友会に下記の書類を提出して、「入学検定料免除証明申請書」の発行を
受けてください。

　　A）本学卒業生と志願者の「続柄」を証明する書類
　　　（住民票等公的機関が発行したものに限る）
　　B）本学卒業生の卒業証明書

4. 出願方法
①出願期間：〔郵送受付〕2015年10月9日（金）～2015年11月6日（金）消印有効
　　　　　　〔窓口受付〕2015年11月7日（土） 10：00～ 12：00
②出願先：〒574-8530 大阪府大東市中垣内3-1-1 大阪産業大学入試センター
③入学検定料： 上記［A］「入学検定料免除」に基づき、入学検定料免除申請

の手続を行うことにより、検定料は免除になります。

5.試験日・選考方法・試験会場
試験日：2015年11月13日（金）午前10時30分集合
選考方法 配　点 総合点 時　間 試験会場
小論文 100点 200点 11：00～ 12：00 本学面　接 100点 13：00～

6. 合格発表日（合否通知書郵送予定日）
2015年11月21日（土）に志願者全員に対して、本人宛に本学から合否通知書を
郵送します。（到着日は、地域や郵便事情により多少遅れることがあります。）

7. 入学手続
①入学金の納入と手続書類の提出
　2015年11月24日（火）～2015年12月7日（月）消印有効
②授業料等の納入　2015年11月24日（火）～2015年12月24日（木）

すべての入試に適用
されます

※

校友会からの特典 
 以下の特典は、2016年度卒業生子女特別入学試験を対象にした特典です。その他の入試による合格者には適用されませんので、くれぐれもご注意ください。

2016年度卒業生子女特別入学試験利用の入学者に、お祝い金として10万円をお贈りいたします。「入学お祝い金」について

「B.卒業生子女特別入学試験」利用の入学者に、お祝い金10万円をお贈りいたします。「入学お祝い金」について
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簡単でお得な「Web出願」

※�入試要項については、入試センター（TEL.072-875-3001）にお問い合わせください。
または、ホームページより検索してください。

 　〔大阪産業大学→入試情報→デジタルパンフレット→2016入学試験要項〕

■入学定員【合計2,020名】

■主な入試日程（10月以降）

人間環境学部 経営学部 経済学部 デザイン工学部 工学部
文化コミュニ
ケーション

学科　
生活環境

学科　
スポーツ
健康学科　 経営学科　 商学科　 経済学科　 国際経済

学科　
情報

システム
学科　

建築・環境
デザイン

学科　
機械工学科　 交通機械

工学科　
都市創造
工学科　

電子情報
通信工学科

125 名　 120 名　 135 名　 300 名　 200 名　 515 名　 105 名　 105 名　 100 名　 130 名　 90 名　 95 名

卒業生子女入試
【願書出願】

【Web 出願】
AO入試 公募推薦入試

一般入試

大学入試センター試験利用入試

専 願

専 願 併 願 併 願

併 願 併 願 併 願

併 願 併 願 併 願

試験日

試験日 試験日 試験日

試験日 試験日 試験日

実施学部・学科

実施学部・学科 実施学部・学科 実施学部・学科

実施学部・学科 実施学部・学科 実施学部・学科

実施学部・学科 実施学部・学科 実施学部・学科

全学部・学科　※スポーツ健康学科は除く

全学部・学科　※デザイン工学部、工学部（機械工学科）を除く 全学部・学科　 全学部・学科　

全学部・学科　 全学部・学科　 全学部・学科　

全学部・学科　 全学部・学科　 全学部・学科　

出願期間

出願期間 出願期間 出願期間

出願期間 出願期間 出願期間

出願期間 出願期間 出願期間

卒業生子女特別入学試験

AO後期入学試験 公募推薦前期入学試験 公募推薦後期入学試験

一般前期入学試験 一般中期入学試験 一般後期入学試験

大学入試センター試験利用入学試験（5教科型）（前期日程） 大学入試センター試験利用入学試験（中期日程） 大学入試センター試験利用入学試験（後期日程）

11/13（金）

10/24（土）
11/12（木）

　　13（金）

2/23（火）

　　24（水）

12/12（土）

3/11（金）
2/2（火）
　　 3（水）
　　 4（木）

●郵送受付　10/9（金）〜 11/6（金）消印有効
●窓口受付　11/7（土）　〔10:00 ～ 12:00〕

●郵送受付　
10/1（木）～ 10/20（火）消印有効
●窓口受付　
10/21（水）　〔10:00 ～ 16:00〕

●郵送受付　
10/9（金）～ 11/6（金）消印有効
●窓口受付　
11/7（土）　〔10:00 ～ 12:00〕

●郵送受付　
11/24（火）～ 12/8（火）消印有効
●窓口受付　
12/9（水）　〔10:00 ～ 16:00〕

●郵送受付　
1/7（木）～ 27（水）消印有効
●窓口受付　
1/28（木）　〔10:00 ～ 16:00〕

●郵送受付　
2/1（月）～ 18（木）消印有効
●窓口受付　
2/19（金）　〔10:00 ～ 16:00〕

●郵送受付　
2/22（月）～ 3/7（月）消印有効
●窓口受付　
3/8（火）　〔10:00 ～ 16:00〕

●郵送受付　
1/7（木）～ 27（水）消印有効

●郵送受付　
2/1（月）～ 18（木）消印有効

●郵送受付　
2/22（月）～ 3/7（月）消印有効

●その他の入試　�▽資格推薦入試（前期・後期）　▽社会人入試　▽帰国生徒入試　▽スポーツ推薦後期入試　　　　　　　　
▽外国人留学生一般入試（前期・後期）　▽外国人留学生日本留学試験利用入試　　　　　　　　　　　　　
▽外国人留学生日本語能力試験利用入試　▽編入学試験（前期・後期）等

インターネット環境があれば、24時間出願できます。（ただし、調査書・写真は、別途送付が必要です。）

「Web出願」対象入学試験（10月以降）
　●公募推薦入試（前期・後期）	 ●AO後期入試
　●一般入試（前期・中期・後期）	 ●スポーツ推薦後期入試
　●大学入試センター試験利用入試（5教科型、前期・中期・後期日程）

「Web出願」はこちら
検索大阪産業大学　Web出願

2016年度入試（概要）

カンタン
出願！
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『相手には気迫で負けない』
　　第13回世界空手道選手権大会優勝
　　松原美咲さん　インタビュー

　スポーツ健康学科1回生松原美咲さんが、昨年10月17～
19日に行われた『船越義珍杯第13回世界空手道選手権大
会』において、個人戦19～21歳女子 形の部で優勝されま
した。
　大阪産業大学校友会は、松原さんの功績を祝して御祝金
を贈呈するとともに松原さんに空手道に対しての思いをお
聞きしました。

神馬：まず生い立ちから聞かせて下さい。
松原： 生まれは大東市、それから深野中学校、大阪産業大

学附属高等学校へ進みました。
神馬：空手を始めたきっかけは？
松原： 母が私に空手をやらせたかった、道着を着せたかっ

た、ただそれだけの理由で連れていかれました。なの
で、初めは嫌で仕方なかった。友達何人かと一緒に行
き、いやいや練習して帰ってくるという感じで…。

神馬：それはいつごろですか？
松原： 幼稚園の年長の終わりごろです。初めて試合に出た

のは小3です。
神馬：その時の成績は？
松原： 大阪大会の小3の部で3位でした。このことがきっか

けで空手が楽しくなりました。
神馬：今は楽しい？
松原： 空手を通じて周りの人との交わりが、みなさんすご

く良い人ばかりなので、楽しいです。
神馬：道場はどちらですか？
松原：大東市の岩渕道場です。
神馬：小3以降はどうでしたか？
松原： 小4で初めて全国大会に出場し、優勝しました。それか

ら本気になりました。小5の時はだめでしたが、小6・
中1・中2・中3と高3でも全国大会で優勝しました。

神馬：空手には組手と形がありますが？
松原： 小4は組手、小6～高校までは形ですが、中2と高2の

時は組手でも3位になりました。
神馬： 座右の銘というか、何か心に留めていることがあれ

ばお聞かせ下さい。

松原： 座右の銘は特にありませんが、試合では相手に気迫
で負けない、というのはあります。今までパワーで
勝負してきたので、これからもそのまま気迫でがん
ばります。

神馬： ここまで達成できた理由は何かありますか？
松原： 練習かな？小学校の時は、火・木・土の夜6～10時

まで練習しました。全国大会が夏休みにあるので、
その期間は朝練が10～12時までと夜の練習がありま
した。朝練は試合に出る強化選手だけの練習だった
ので、ここで一番成長できたかなと思います。

神馬：世界大会についてお聞かせください。
松原： 初めて世界大会に出たのは、小5（ジュニアの部）で

3位でした。場所はオーストラリアのシドニーです。
今回は19～21歳の部に出場しました。自分は今19
歳で枠の中では一番若いので、一番体が動いたと思
います。

神馬：今後の目標は？
松原： 自分の最終目標は、世界大会一般の部（21歳以上）

の形、組手で優勝することです。
神馬：それにはご両親の支えは大きいのでは？
松原： はい。（今このような結果を残せるとは）誰も思っ

てなかったと思います。空手が嫌で本当にやめると
ころまでいったこともありますから。

神馬：それでも乗り越えられたのは？
松原： やはり「試合で結果を残せた」ということです。
神馬： 最後に空手を通じて一番大切にしていることなどあ

ればお願いします。
松原： 両親や周りの人の支えがあるから、自分は今やりた

いことができるので、感謝の気持ちを忘れずにこれ
からも頑張りたいと思います。

神馬： 今日はありがとうございました。今後のご健闘を祈
念いたします。

 （取材：広報事業部　神馬克之）

私たち、がんばりました！
　Pick Up
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＜クラブ活動結果報告>
○アメリカンフットボール部 
＊ 関 西 学 生 ア メ リ カ ン フ ッ ト ボ ー ル リ ー グ（9/7 ～ 11/2 EXPO
　FLASHFIELD他）　DivⅡ：3位　3勝2敗
○空手道部 
＊ 船越義珍杯　少年世界空手道選手権大会（10/17 ～ 19日本武道館）　
【19 ～ 21歳　形の部】　優勝：松原 

＊ 全関西大学空手道選手権大会（10/19大阪商業大学）　【男子団体組手
2部】　2位 

○弓道部 
＊ 関西学生弓道連盟リーグ戦（9/20 ～ 11/2各大学弓道場）　【男子】2

部2位：3勝1敗 ※2部残留　【女子】5部4位：0勝3敗 ※6部降格　
＊関西学生弓道連盟新人戦（3/29 ～ 4/17各大学弓道場）　1回戦敗退
○剣道部 
＊ 関西学生剣道優勝大会（9/28大阪市立中央体育館）　【男子団体】ベス

ト12以内 ※全日本出場　　 
＊ 大阪学生剣道選手権大会（4/19桃山学院大学）　【男子個人】ベスト8：

前田、ベスト16：難波・仲山　【女子個人】ベスト16：日比野
○硬式野球部 
＊ 阪神大学野球秋季リーグ戦（8/31 ～ 10/20南港中央野球場他）　１

部：2位6勝4敗(勝ち点3)  
＊ 阪神大学野球春季リーグ戦（4/11 ～ 5/24南港中央野球場他）　１

部：2勝4敗(勝ち点1)  
○準硬式野球部 
＊ 西都6大学準硬式野球秋季リーグ戦　（8/28 ～ 9/30伊丹スポーツセ

ンター他）　6勝6敗　 
＊ 西都6大学準硬式野球春季リーグ戦　（3/27 ～ 4/22伊丹スポーツセ

ンター他）　1部:6位　2勝10敗
○男子硬式庭球部 
＊ 関西大学対抗テニスリーグ戦（9/7 ～ 14江坂テニスセンター）　4

部:1位 
○女子硬式庭球部 
＊ 関西学生テニス選手権大会（8/26 ～ 9/1靭テニスコート）　【ダブル

ス】ベスト16：岡本・斉藤組 
＊ 関西大学対抗テニスリーグ戦（9/7 ～ 14江坂テニスセンター）　2

部:5位 
＊ 関西学生新進テニストーナメント（3/3 ～ 10万博テニスガーデン）　ベス

ト16：村田 
○ゴルフ部 
＊ 関西学生男子秋季1部校学校対抗戦　（9/8 ～ 12白山ヴィレッジゴ

ルフコース）　5位  ※1部残留
＊ 関西学生女子秋季1部校学校対抗戦　（9/16 ～ 17芦屋カンツリー倶

楽部）　7位　※1部残留
○サッカー部 
＊関西学生サッカーリーグ戦(後期)
　（9/14 ～ 11/23 J-GREEN堺 他） １部： 3勝7敗1分(勝ち点10)  
＊関西学生サッカーリーグ戦(前期)

（4/4 ～ 9/13 J-GREEN堺 他） 1部：1勝4敗1分  ※5/8現在 
○ラグビー部 
＊関西大学Ｂリーグ公式戦（９月21日～）　７勝２敗（３位）

○柔道部 
＊ 全日本学生柔道体重別選手権大会(9/28 ～ 29日本武道館)　【個人】

60kg級：ベスト16：仲埜逸平 
＊寺島杯（4/19報徳学園）　2位 
＊ 全日本ジュニア柔道体重別選手権大会予選　【個人】55kg:3位 田伏、

60kg:3位 井上、66kg:3位 吉井、73kg:2位 中野、3位 大塚
○スキー競技部 
＊ 秋期季節外競技（クロスカントリー）大会（10/26グリーンピア三木）　【男

子アルペン5.8km】1位:伊藤・6位:上野  
＊ 全日本学生スキー選手権大会（1/7 ～ 3/2 志賀高原）　学校対抗　男

子2部：8位 
＊ 全関西学生スキー選手権大会（3/6 ～ 11 野沢温泉スキー場）　【団

体】男子総合１部：3位　　【個人】男子１部　回転 3位:上野　
○ソフトボール部 
＊ 関西学生秋季リーグ戦（9/13 ～ 11/16万博公園スポーツ広場他）　　
【2部Ｂ：3位　2勝2敗】　 

＊ 関西学生ソフトボール春季リーグ（男子）　（4/11 ～ 5/24 万博記念
公園）　2部A:3位 

○テコンドー部 
＊全日本学生テコンドー選手権大会（9/7）　【男子80kg】優勝:瀬川
○バスケットボール部 
＊ 関西学生バスケットボールリーグ戦(8/30～10/12各大学体育館他)

結果：1部10位　
＊関西学生バスケットボール選手権大会（4/18 ～ 5/4各大学体育館）
　ベスト16 
○バドミントン部 
＊ 関西学生バトミントン秋季リーグ戦大会（9/13 ～ 26大阪市中央体育館）【男子】

2部:4位　【女子】3部:2位
＊関西学生バトミントン春季リーグ戦（4/25 ～ 5/11大阪市中央体育館）
　【男子】2部：5位　【女子】3部：2位 
○バレー ボール部 
＊ 関西大学バレーボール連盟秋季リーグ戦（9/6 ～ 10/12各大学体育

館）　10戦　7勝3敗：準優勝
＊ 大阪府学生バレーボール選手権大会（10/26市立堺高校）　2勝1敗：

準優勝 
＊ 関西大学バレーボール連盟春季リーグ戦（4/12 ～ 5/17各大学体育

館）　5戦　4勝1敗：Bリーグ1位通過
○ハンドボール部 
＊ 関西学生ハンドボール秋季リーグ戦（9/6 ～ 10/26各大学体育館）　男子6

部Ａ:2位 
＊ 関西学生ハンドボール春季リーグ戦（4/4 ～ 5/10各大学体育館）　男子6

部:3位　8戦　5勝3敗 
○陸上競技部 
＊ 2014関西学生陸上競技種目別選手権大会（10/21 ～ 24ヤンマー

フィールド長居）　【男子200m】3位：野村　【男子800m】優勝：西
垣　【女子100m】4位：永井 

＊ 大阪学生陸上競技対校選手権大会（4/7 ～ 8ヤンマーフィールド長
居）　【男子200m】2位：野村 　【男子4×100m】3位：（竹島・野村・
伊達・橋本）　【男子4×400m】3位：（小谷・橋本・野村・植田）

○体操競技部 
＊ 関西学生体操競技選手権大会（4/18 ～ 5/4広島県立総合体育館）【団体】男

子：5位
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退職者　平成27年３月31日付の退職者は次の通りです。長年のお勤めに心から感謝の意を申し上げます。

サテライト事務局担当課長補佐 
兼 孔子学院事務局課長補佐 中西　純一

教養部 教授 山田　全紀
教養部 准教授 影本二三夫
教養部 准教授 西川　知亨
人間環境学部 教授 浅井　伸一

人間環境学部 教授 原田　一美
人間環境学部 教授 若井郁次郎
人間環境学部 講師 濱田　耕治
経営学部 准教授 井上　寛康
経済学部 教授 新保　博彦
経済学部 准教授 木越　義則

経済学部 講師 岡本　哲朗
工学部 教授 中野　雅弘
デザイン工学部 教授 前川　佳徳
工学部 助手 林　　清司
短期大学部 教授 横井　雅之

6月27日（土）、大阪産業大学梅田サテライトキャンパス（大阪駅前第3ビル19階）において、国家
資格「技術士・技術士補」の取得支援の一環として、大阪産業大学技術士会の主催で「技術士第一次・
第二次試験」受験に関する講習会が開催されました。

講習会には、講師（都市創造工学科OB）と技術士・技術士補の国家資格取得を目指す卒業生、在学
生、一般社会人の21名が参加し、講演を熱心に聴講されました。

講習会の概要
講習会開催に先立ち、中野雅弘会長（元都市創造工学科教授）より大阪産業大学技術士会設立の経緯と講習

会の趣旨について挨拶と説明がありました。講習会のプログラムは次の通りです。

１）技術士制度について （本多顕治郎　　　S54土木　（株）エーバイシー）
２）一次試験について （古舞　邦博　　　H4機械　（株）日立製作所）
３）二次試験について （古舞　邦博　　　H4機械　（株）日立製作所）
４）受験体験発表　 （森　　高志　　　H2土木　日本国土開発（株））
５）受験体験発表　 （米田　広明　　　H12院土木　（株）アイジェック）

講習会終了後、参加した学生の感想を聞きました。
『目の前で講習をされている先輩の姿を見て頼もしく思った。将来、自分も

技術士の資格取得を目指したい。そのためには、大学での日々の勉強と目標
に向かって努力することが重要であると再確認した。社会人になったら仕事
でなかなか勉強する時間をとることはできないと思うが、森先輩や米田先輩
の経験談「技術士試験を生活の中心に置く」、「通勤時などの隙間時間を有効
活用する」、「早朝 3 時から起きて論文の実践筆記練習をした」を聞いて自分
のモチベーションがアップした。』など、学生にとっても有益な講習会でした。

講師のみなさまご苦労様でした。

大阪産業大学技術士会は、2014年10月4日に設立され、会員数は14名（2015年1月9日現在）、技術系で
最高峰の国家資格である技術士の支援、資質向上、社会貢献などの活動を目的としています。詳しい情報、
ご入会は大阪産業大学技術士会のホームページ（http://www.engineer-osaka-sandai.jp/officer.html）を
ご覧ください。

中野会長

●大学NEWS

「技術士第一次・第二次試験」受験に関する講習会の報告
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 お 悔 や み  以下の方がお亡くなりになりました。心からご冥福をお祈りいたします。

橋本　豊一 氏（S27交短運） 2013年12月 ご逝去
上田　　稔 氏（S38交短自）　
西川　　巌 氏（S38交短自） 2013年8月2日 ご逝去
木村　輝夫 氏（S39交短経） 2014年3月3日 ご逝去
木崎　一誠 氏（S39交短自） 2011年 ご逝去 
高岡　秀夫 氏（S39交短自） 2014年5月 ご逝去
白井　幸二 氏（S41交短自Ⅱ） 2012年3月25日 ご逝去
横山　悦大 氏（S43短自） 1993年 ご逝去 
須田　　潔 氏（S43機械Ⅱ）　  
五十嵐幸平 氏（S44短自）　  
池田　浩平 氏（S44経営） 十数年前 ご逝去 
川辺　輝幸 氏（S44交機） 2009年11月13日 ご逝去
小西　　進 氏（S45短自） 2015年1月26日 ご逝去
安原　　清 氏（S45機械）　  
垣内　正己 氏（S45交機） 2014年11月 ご逝去
毛利　　登 氏（S45土木） 2004年 ご逝去 
浦野　清司 氏（S46短自）　  
西　　芳次 氏（S46機械Ⅱ）　  
井上　秀明 氏（S47経営） 2006年 ご逝去 
阿辻　義則 氏（S48短自） 2014年5月24日 ご逝去
藤井　利一 氏（S48機械）　  
中川　　豊 氏（S48土木）　  
橋本　　渡 氏（S49短自） 2014年1月21日 ご逝去
高橋　厚徳 氏（S49機械）　  
西畑　茂人 氏（S49機械）　  
坂本　純一 氏（S50交機Ⅱ） 5 ～ 6年前 ご逝去 
垣内　嘉弘 氏（S53経営） 2012年10月18日 ご逝去
伊藤　慎治 氏（S54交機Ⅱ）　  
足立　　勝 氏（S55機械）　  
山内　淳一 氏（S61経営） 1992年9月 ご逝去 
藤原　充明 氏（H2交機） 2014年10月14日 ご逝去
福島　善彦 氏（H3電電） 2010年 ご逝去  
岡崎　憲一 氏（H7機械） 2014年8月22日 ご逝去 
石倉　典郎 氏（H13電電） 2015年4月 ご逝去
畑山　真次 氏（H16流通） 2014年3月10日 ご逝去
松崎　友律 氏（H22交機） 2015年4月12日 ご逝去

校友会・代議員、支部長各位

「第73回代議員会」
「第6回支部長懇談会」

開催のお知らせ

平成28年度の「第73回代議員会」を下記の日程で開催します。

日程：平成28年5月28日（土）　代議員会
　　　　　　　　　29日（日）　支部長懇談会
場所：ユニトピアささやま

毎回、凡友を発送するごとに多くの卒業生の方が住所不
明で返送されてきます。少しでも返送を少なくするため、
今回、この凡友88号に「不明者リスト」を同封しております。

このリストに掲載されている卒業生の方ご本人、または
その方をご存じの方は、校友会事務局までご連絡ください
ますようお願い申し上げます。

連絡先：〒574-8530 大東市中垣内3-1-1
　　　　　　　　　   大阪産業大学校友会事務局　宛
フリーダイヤル 0120-84-3040
ＴＥＬ：072-875-3040　　ＦＡＸ：072-875-0398

校友の皆様へ　お願い

大学祭「阪駒祭」開催!!
2015年
10/31日（土）～11/1日（日）
今年度の「阪駒祭」は、上記日程で開催されます。

大阪産業大学 検 索

2日間

編集後記
平成27年度は大学開学50周年、校友会設立45周年を迎える

に於いて各々式典が催され、校友会に於いては11月1日(日)午前10時
よりヒルトン大阪で記念式典、記念祝賀会が開催される運びとなり、
会員皆様のご参加を宜しくお願い致します。又、今年度から凡友発行
が年1回となり、会員皆様方の活躍振り・現役生の活躍振りなども掲
載しており、広報事業部として、会員の皆様に関心を持っていただくよ
うに努めてまいりますので、会員皆様の情報提供をお待ちしておりま
す。なお、表紙の写真は、今村彰隆幹事（S55交機）がドローンにより
撮影したものです。 (広報事業部)

会員データ （平成27年8月31日現在）

●物故者数……………… 759名

●住所不明者数…… 24,359名

●連絡可能会員数… 61,788名

●卒業生数………… 89,766名

●重複卒業生数……… 2,335名

●会員数…………… 87,441名

2015年（平成27年）

大阪産業大学校友会
設立45周年

を迎えます。

（平成27年8月31日現在）

　記念式典・記念祝賀会を2015年（平成27年）
11月1日（日）に開催します。参加希望の会員の方
は、必ず申し込みが必要です。詳細はP.7を参照
ください。
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校友会支部一覧（設立順） 平成27年8月31日現在
支　部　名 支 部 長 事務局（連絡先） メールアドレス

岡 山 県 支 部 堀野　宏樹 TEL.086-275-4364 jimukyoku@osu-okayama.net

香 川 県 支 部 長田　恒久 TEL.0875-56-6157　大久保一志 jimukyoku@osu-kagawa.net

大 学 支 部 金岡　正信 TEL.072-875-3001　大阪産業大学内　 jimukyoku@osu-daigaku.net

愛 媛 県 支 部 吉村　定修 TEL.089-976-3184　渡辺　計 jimukyoku@osu-ehime.net

大 分 県 支 部 姫野　一彦 TEL.097-593-1606　姫野一彦 jimukyoku@osu-oita.net

兵 庫 県 西 支 部 伊藤　茂男 TEL.0792-92-4164　（株）イトデンエンジニアリング jimukyoku@osu-hyogonishi.net

高 知 県 支 部 濱﨑　　勲 TEL.0887-54-5215 jimukyoku@osu-kochi.net

大 阪 北 河 内 支 部 三浦　政治 TEL.072-884-4583 jimukyoku@osu-kitakawachi.net

奈 良 県 支 部 森田富士男 TEL.0742-24-5903 jimukyoku@osu-nara.net

和 歌 山 県 支 部 山西　義彦 TEL.073-487-3356 jimukyoku@osu-wakayama.net

大阪中・南河内支部 松田　　始 TEL.06-7494-7673　今村彰隆 jimukyoku@osu-nakakawachi.net

長 崎 県 支 部 栗原　雄治 TEL.095-838-2063　（有）平尾ダンボール jimukyoku@osu-nagasaki.net

三 重 県 支 部 森河　孝弘 TEL.0599-55-3617 jimukyoku@osu-mie.net

関 東 支 部 井上　静也 FAX.045-941-5202 jimukyoku@osu-kanto.net

新 潟 県 支 部 内山　義雄 TEL.0258-82-1212 jimukyoku@osu-niigata.net

福 井 県 支 部 早瀬　俊雄 TEL.0770-27-1610 jimukyoku@osu-fukui.net

鳥 取 県 支 部 宮本　　豪 TEL.0859-26-1803　田村謙介 jimukyoku@osu-tottori.net

広 島 県 支 部 重見　　定 TEL.0826-46-7011 jimukyoku@osu-hiroshima.net

大 阪 市 支 部 石本　　理 TEL.06-6652-5675　高見新一 jimukyoku@osu-osaka.net

鹿 児 島 県 支 部 山中　孝廣 TEL.099-247-6322　小山田吉冶 jimukyoku@osu-kagoshima.net

北 海 道 支 部 浜田　修平 TEL.0138-57-9126 jimukyoku@osu-hokkaido.net

日 産 大 阪 支 部 鮫島　好徳 TEL.06-6659-0835 jimukyoku@osu-nissan.net

福 岡 県 支 部 岩佐　潔親 TEL.092-821-4681 jimukyoku@osu-fukuoka.net

兵 庫 県 南 支 部 藤原　辰夫 TEL.078-792-8964　岡本修一 jimukyoku@osu-hyogominami.net

宮 崎 県 支 部 三浦　剛次 TEL.0982-50-1200　(有)あんしん保険企画 jimukyoku@osu-miyazaki.net

徳 島 県 支 部 豊田　　量 TEL.088-687-0136　芝野光 jimukyoku@osu-tokushima.net

埼 玉 県 支 部 鈴木規久男 TEL.042-958-2854　高橋正秋 jimukyoku@osu-saitama.net

兵 庫 県 北 支 部 安井　義文 TEL.0796-55-0997　柴田巧 jimukyoku@osu-hyogokita.net

京 都 府 支 部 白藤　中生 TEL.075-761-2366　（株）川端自動車工業所内　大石忠 jimukyoku@osu-kyoto.net

大 阪 泉 州 支 部 林田　慶弘 TEL.072-277-9088　髙野悦治 jimukyoku@osu-senshu.net

台 湾 校 友 会 魏　　敏智 TEL.010-886-937-943-010 jimukyoku@osu-taiwan.net

韓 国 総 同 門 会 洪　　義晶 TEL.010-82-2-2202-6220　　 jimukyoku@osu-korea.net

滋 賀 県 支 部 服部　嘉雄 TEL.077-589-2238 jimukyoku@osu-shiga.net

兵 庫 県 東 支 部 山田　卓雄 TEL.0798-67-6675　黒川俊広 jimukyoku@osu-hyogohigashi.net

沖 縄 県 支 部 吉田　　晋 TEL.098-974-7540　具志川光彦 jimukyoku@osu-okinawa.net

静 岡 県 支 部 蜂須賀廣志 TEL.054-629-0400　リードシステム（株）　亀沢隆 jimukyoku@osu-shizuoka.net

中 国 校 友 会 曹　　昱亮 TEL.010-86-22-2354-5298 jimukyoku@osu-china.net

富 山 県 支 部 針原　英喜 TEL.0765-54-1377　朝倉秀芳 jimukyoku@osu-toyama.net


